
(57)【要約】

【解決手段】外科手術で使用するための多数刃を有する

開創器は、互いにピボット回転可能に接続された第１の

細長い部分と第２の細長い部分を含む。第１の刃が第１

の細長い部分に接続され、第２の刃が第２の細長い部分

に接続される。開創器は、第３の刃を有する滑動バーを

備える。滑動バーは第１の細長い部分と第２の細長い部

分と関与するため、両細長い部分が互いに相関的に移動

した結果、滑動バーが移動し、その結果、第３の刃が第

１の刃および第２の刃と相関的に移動する。一実施形態

では、開創器は張力制限装置を備えるので、第１の刃お

よび第２の刃が移動しても、第３の刃は比較的静止した

状態に留まれる。開創器は、第１の細長い部分および第

２の細長い部分に動作可能に接続された第４の刃を更に

備える。第４の刃は残りの刃とは無関係に移動するよう

にしてもよいし、或いは、残りの刃と一緒に移動するよ

うにしてもよい。組織を開創する方法も開示される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 肉 体 開 口 に 挿 入 す る 外 科 手 術 用 開 創 器 で あ っ て 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 設 け た 第 １ の 細 長 い 部 材 と 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 設 け た 第 ２ の 細 長 い 部 材 と を 備 え て お り 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 は 第
１ の 細 長 い 部 材 に ピ ボ ッ ト 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 開 創 器 は 、
　 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 設 け た 第 １ の 刃 を 更 に 備 え て お り 、 第 １ の 刃 の 第 １ 端 は 第 １ の 細
長 い 部 材 の 遠 位 端 に 動 作 可 能 に 付 随 し て お り 、 第 １ の 刃 の 第 ２ 端 は 患 者 の 肉 体 開 口 に 挿 入
す る こ と が で き る よ う な 形 状 に な っ て お り 、 前 記 開 創 器 は 、
　 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 設 け た 第 ２ の 刃 を 更 に 備 え て お り 、 第 ２ の 刃 の 第 １ 端 は 第 ２ の 細
長 い 部 材 の 遠 位 端 に 動 作 可 能 に 付 随 し て お り 、 第 ２ の 刃 の 第 ２ 端 は 患 者 の 肉 体 開 口 に 挿 入
す る こ と が で き る よ う な 形 状 に な っ て お り 、 前 記 開 創 器 は 、
　 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 設 け た 第 ３ の 刃 を 更 に 備 え て お り 、 第 ３ の 刃 は 第 １ の 細 長 い 部 材
お よ び 第 ２ の 細 長 い 部 材 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 付 随 し て お り 、 第 ３ の 刃 の 第 ２ 端 は 患
者 の 肉 体 開 口 に 挿 入 す る こ と の で き る 形 状 に な っ て お り 、
　 第 １ の 刃 、 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 の 第 ２ 端 が 末 広 が り に
な っ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 外 科 手 術 用 開 創 器 は 前 記 第 ３ の 刃 の 第 １ 端 に 付 随 す る 滑 動 可 能 部 材 を 更 に 備 え て お
り 、 滑 動 可 能 部 材 は 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 お よ び 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 の う ち の 少 な く と
も 一 方 に 接 続 さ れ て い る た め 、 第 １ の 刃 と 第 ２ の 刃 を 互 い に 相 関 的 に 移 動 さ せ た 結 果 、 滑
動 可 能 部 材 を 第 １ の 細 長 い 部 材 と 第 ２ の 細 長 い 部 材 に 相 関 的 に 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 刃 、 前 記 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 は 、 そ の
長 さ が 約 25mmか ら 約 200mmの 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用
開 創 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 の 長 さ は 調 節 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に
記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 刃 と 前 記 第 ２ の 刃 は 第 １ の 長 さ を 有 し 、 前 記 第 ３ の 刃 は 第 ２ の 長 さ を 有 し 、
第 ２ の 長 さ は 第 １ の 長 さ よ り も 短 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創
器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 刃 お よ び 前 記 第 ２ の 刃 は 第 １ の 長 さ を 有 し 、 前 記 第 ３ の 刃 は 第 ２ の 長 さ を 有
し 、 第 ２ の 長 さ は 第 １ の 長 さ よ り も 長 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用
開 創 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 と 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 の う ち の 少 な く と も 一 方 は グ リ ッ プ 部 を
有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 刃 、 前 記 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 の 遠 位 先
端 部 の 角 度 が 約 90度 か ら 約 180度 の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科
手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 刃 、 前 記 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 の 遠 位 先
端 部 の 半 径 が 約 0mmか ら 約 100mmの 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手
術 用 開 創 器 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 刃 、 前 記 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 は 放 射 線
透 過 性 素 材 か ら 作 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 開 創 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ の 刃 、 前 記 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 は 取 外 し
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 少 な く と も １ 枚 の 取 外 し 可 能 な 刃 は 球 状 戻 り 止 め 機 構 に よ っ て 装 着 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 少 な く と も １ 枚 の 取 外 し 可 能 な 刃 は ね じ に よ っ て 装 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 刃 、 前 記 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 は カ ニ ュ
ー レ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の 刃 、 前 記 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 は 一 体 型
の 光 源 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 は 、 光 源 、 吸 引 装 置 、 顕 微 鏡 、 内 視 鏡 な ど を 含 む グ ル ー
プ の う ち 少 な く と も １ つ の 装 置 の 取 付 け 機 構 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 刃 、 前 記 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 は 一 体 型
の 光 照 射 源 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 外 科 手 術 用 開 創 器 は 、 外 科 手 術 中 に 開 創 器 を 適 所 に 固 定 す る た め の 接 続 部 を 更 に 備
え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 外 科 手 術 用 開 創 器 は 前 記 第 ３ の 刃 を 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 お よ び 前 記 第 ２ の 細 長 い
部 材 に 接 続 す る 連 結 部 材 を 更 に 備 え て お り 、 第 １ の 細 長 い 部 材 の 近 位 端 と 第 ２ の 細 長 い 部
材 の 近 位 端 を 移 動 さ せ て 互 い に よ り 接 近 さ せ た 結 果 と し て 、 第 １ の 細 長 い 部 材 お よ び 第 ２
の 細 長 い 部 材 の 移 動 に 比 例 す る 量 だ け 、 前 記 第 ３ の 刃 が 前 記 第 １ の 刃 お よ び 前 記 第 ２ の 刃
か ら 遠 ざ か る 方 向 に 移 動 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 外 科 手 術 用 開 創 器 は 、 前 記 第 ３ の 刃 の 前 記 第 １ 端 に 付 随 す る 滑 動 可 能 部 材 を 更 に 備
え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 に 接 続 さ れ た 第 １ リ ン ク と 、 前 記 第 ２ の 細 長 い
部 材 に 接 続 さ れ た 第 ２ リ ン ク と を 更 に 有 し て お り 、 第 １ リ ン ク お よ び 第 ２ リ ン ク は 前 記 滑
動 可 能 部 材 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ リ ン ク は 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 に 相 関 的 に 調 節 可 能 で あ り 、 前 記 第 ２ リ ン ク は
前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 に 相 関 的 に 調 節 可 能 で あ り 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 １ の 刃 お よ び 前 記
第 ２ の 刃 に 相 関 的 な 前 記 第 ３ の 刃 の 移 動 に 影 響 を 与 え る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ２ １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 と 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 の 移 動 に よ っ て 生 じ る
前 記 第 ３ の 刃 の 移 動 に 比 例 し て 調 整 で き る よ う に 調 節 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ ９ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
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【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 外 科 手 術 用 開 創 器 は 、 前 記 第 ３ の 刃 に 付 与 さ れ る 力 を 制 限 す る 手 段 を 更 に 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 ３ の 刃 に 付 与 さ れ る 力 を 制 限 す る 前 記 手 段 は ば ね で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ２ ４ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 外 科 手 術 用 開 創 器 は 、 前 記 第 ３ の 刃 に 付 与 さ れ る 力 を 制 限 す る 前 記 手 段 に 勝 る 手 段
を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 外 科 手 術 用 開 創 器 は 第 ４ の 刃 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外
科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 外 科 手 術 用 開 創 器 は 、 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 お よ び 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 の う ち の
少 な く と も 一 方 の 支 持 部 材 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用
開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 設 け ら れ た 前 記 開 口 は 概 ね 三 角 形 で 、 第 １ 寸 法 が 約 10mmか ら 約 150mmの 範 囲 で あ り 、 第
２ 寸 法 が 約 10mmか ら 約 50mmの 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用
開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 設 け ら れ た 前 記 開 口 は 多 角 形 で 、 第 １ 寸 法 が 約 10mmか ら 約 150mmの 範 囲 で あ り 、 第 ２ 寸
法 が 約 10mmか ら 約 70mmの 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創
器 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 の 長 さ は 調 節 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 外 科 手 術 用 開 創 器 は 、 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 お よ び 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 の う ち の
少 な く と も 一 方 の 遠 位 端 に 接 続 可 能 な 第 ４ の 刃 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 第 ４ の 刃 は 手 動 で 調 節 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 外
科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 第 ４ の 刃 は 斜 行 し た 連 結 部 が 設 け ら れ て 、 自 動 開 創 を 行 う こ と が で き る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 第 ４ の 刃 は 残 り の 刃 に 相 関 的 に ピ ボ ッ ト 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ２ に
記 載 の 外 科 手 術 用 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 外 科 手 術 用 開 創 器 を 供 与 す る た め の キ ッ ト で あ っ て 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 設 け た 第 １ の 細 長 い 部 材 と 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 設 け た 第 ２ の 細 長 い 部 材 と を 備 え て お り 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 は 第
１ の 細 長 い 部 材 に ピ ボ ッ ト 回 転 可 能 に 付 随 し て お り 、 前 記 キ ッ ト は 、
　 各 々 が 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 設 け た 複 数 の 第 １ の 刃 を 更 に 備 え て お り 、 複 数 の 第 １ の 刃
の 各 々 の 第 １ 端 は 第 １ の 細 長 い 部 材 の 遠 位 端 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 キ ッ ト は
、
　 各 々 が 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 設 け た 複 数 の 第 ２ の 刃 を 更 に 備 え て お り 、 複 数 の 第 ２ の 刃
の 各 々 の 第 １ 端 は 第 ２ の 細 長 い 部 材 の 遠 位 端 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 キ ッ ト は
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、
　 滑 動 部 材 を 更 に 備 え て お り 、 滑 動 部 材 は 第 １ の 細 長 い 部 材 お よ び 第 ２ の 細 長 い 部 材 の う
ち の 少 な く と も 一 方 に 動 作 可 能 に 付 随 し て お り 、 前 記 キ ッ ト は 、
　 各 々 が 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 設 け た 複 数 の 第 ３ の 刃 を 更 に 備 え て お り 、 複 数 の 第 ３ の 刃
は 各 々 が 滑 動 部 材 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、
　 複 数 の 第 １ の 刃 の 第 ２ 端 、 複 数 の 第 ２ の 刃 の 第 ２ 端 、 お よ び 、 複 数 の 第 ３ の 刃 の 第 ２ 端
は 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ 、 複 数 の 第 １ の 刃 の 第 ２ 端 、 複 数 の 第 ２ の 刃 の 第 ２ 端 、 お よ び 、
複 数 の 第 ３ の 刃 の 第 ２ 端 は 末 広 が り に な っ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 キ ッ ト は 、 少 な く と も １ 個 の 二 重 刃 開 創 器 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 キ ッ ト は 、 少 な く と も １ 個 の 二 重 刃 蝶 番 式 開 創 器 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 キ ッ ト は 光 源 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 キ ッ ト は 吸 引 具 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 キ ッ ト は 照 射 具 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 キ ッ ト は 顕 微 鏡 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 キ ッ ト は 内 視 鏡 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ の 刃 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 複 数 の 第 ３ の 刃 は 、 ス テ ン レ
ス 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 チ タ ン 、 カ ー ボ ン フ ァ イ バ ー 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン （ PEEK
） 、 超 高 分 子 重 量 ポ リ エ チ レ ン （ UHMWPE） な ど を 含 む グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 素 材 で 作 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ の 刃 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 複 数 の 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な
く と も １ 枚 は 、 少 な く と も も う １ 枚 の 別 の 第 １ の 刃 、 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 第 ３ の 刃 と は 異
な る 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 刃 の う ち の 少 な く と も １ 枚 は 取 外 し 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記
載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ の 刃 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 複 数 の 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な
く と も １ 枚 は 、 ね じ を 切 っ た 接 続 部 材 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 お よ び 前 記 第 ２ の
細 長 い 部 材 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 装 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の
キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ の 刃 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 複 数 の 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な
く と も １ 枚 は 、 球 状 戻 り 止 め 機 構 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 お よ び 前 記 第 ２ の 細 長
い 部 材 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 装 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の キ ッ
ト 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ の 刃 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 複 数 の 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な
く と も １ 枚 は カ ニ ュ ー レ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
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【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ の 刃 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 複 数 の 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な
く と も １ 枚 は 、 光 源 、 吸 引 具 、 照 射 具 、 顕 微 鏡 、 内 視 鏡 な ど を 含 む グ ル ー プ の う ち の 少 な
く と も １ つ の 装 置 の 取 付 け 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ の 刃 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 複 数 の 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な
く と も １ 枚 は 一 体 型 光 源 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ の 刃 、 前 記 複 数 の 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 前 記 複 数 の 第 ３ の 刃 の う ち の 少 な
く と も １ 枚 は 一 体 型 照 射 具 ／ 吸 引 具 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の キ ッ
ト 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 患 者 の 体 内 開 口 を 開 創 す る 方 法 で あ っ て 、
　 開 創 器 を 供 与 す る 段 階 を 含 ん で お り 、
　 前 記 開 創 器 は 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 設 け た 第 １ の 細 長 い 部 材 と 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 設 け た 第 ２ の 細 長 い 部 材 と を 備 え て お り 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 は 第
１ の 細 長 い 部 材 に ピ ボ ッ ト 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 開 創 器 は 、
　 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 設 け た 第 １ の 刃 を 更 に 備 え て お り 、 第 １ の 刃 の 第 １ 端 は 第 １ の 細
長 い 部 材 の 遠 位 端 に 動 作 可 能 に 付 随 し て お り 、 第 １ の 刃 の 第 ２ 端 は 患 者 の 肉 体 開 口 に 挿 入
す る こ と が で き 、 前 記 開 創 器 は 、
　 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 設 け た 第 ２ の 刃 を 更 に 備 え て お り 、 第 ２ の 刃 の 第 １ 端 は 第 ２ の 細
長 い 部 材 の 遠 位 端 に 動 作 可 能 に 付 随 し て お り 、 第 ２ の 刃 の 第 ２ 端 は 患 者 の 肉 体 開 口 に 挿 入
す る こ と が で き 、 前 記 開 創 器 は 、
　 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 設 け た 第 ３ の 刃 を 更 に 備 え て お り 、 第 ３ の 刃 は 第 １ の 細 長 い 部 材
お よ び 第 ２ の 細 長 い 部 材 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 付 随 し て お り 、 第 ３ の 刃 の 第 ２ 端 は 患
者 の 肉 体 開 口 に 挿 入 す る こ と の で き 、
　 前 記 方 法 は 、
　 第 １ の 刃 、 第 ２ の 刃 、 お よ び 、 第 ３ の 刃 を 開 口 に 挿 入 す る 段 階 と 、
　 第 １ の 細 長 い 部 材 と 第 ２ の 細 長 い 部 材 を 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 へ 移 動 さ せ る 段 階 と を 含
ん で お り 、 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 へ 移 動 さ せ た 結 果 と し て 、 第 １ の 刃 、 第 ２ の 刃 、 お よ び
、 第 ３ の 刃 が 広 が っ て 互 い か ら 離 隔 す る こ と に よ り 、 患 者 の 肉 体 開 口 を 拡 大 さ せ 、
　 前 記 方 法 は 、 第 １ の 細 長 い 部 材 と 第 ２ の 細 長 い 部 材 を 第 ２ 位 置 に ロ ッ ク す る 段 階 を 更 に
含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 開 創 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 開 創 器 は 、 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 と 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 の う ち の 少 な く と も 一 方
の 遠 位 端 に 付 随 す る 第 ４ の 刃 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ３ に 記 載 の 開 創 方
法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 開 創 方 法 は 、
　 前 記 第 ４ の 刃 を 患 者 の 肉 体 開 口 に 挿 入 す る 段 階 と 、
　 第 ４ の 刃 を 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 患 者 の 肉 体 開 口 を 拡 大 さ せ
る 段 階 と を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 開 創 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 開 創 器 は 前 記 第 ３ の 刃 の 前 記 第 １ 端 に 付 随 す る 滑 動 可 能 部 材 を 更 に 備 え て お り 、 滑
動 可 能 部 材 は 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 お よ び 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 の う ち の 少 な く と も 一 方
に 接 続 さ れ る た め 、 第 １ の 刃 お よ び 第 ２ の 刃 を 互 い に 相 関 的 に 移 動 さ せ た 結 果 と し て 、 第
１ の 細 長 い 部 材 と 第 ２ の 細 長 い 部 材 に 相 関 的 に 滑 動 可 能 部 材 を 移 動 さ せ る よ う に し た こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ３ に 記 載 の 開 創 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
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　 前 記 第 １ 位 置 で は 、 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 の 近 位 端 と 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 の 近 位 端 が
広 げ ら れ て 互 い に 離 隔 し 、 前 記 第 ２ 位 置 で は 、 第 １ の 細 長 い 部 材 の 近 位 端 と 前 記 第 ２ の 細
長 い 部 材 の 近 位 端 が よ り 近 接 す る よ う に 一 緒 に 集 束 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ３
に 記 載 の 開 創 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 2003年 8月 14日 に 出 願 さ れ た 予 備 出 願 第 60/494,803号 の 優 先 権 を 主 張 す る も
の で あ る が 、 そ の 内 容 全 体 は 、 こ こ に 援 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 広 義 に は 、 多 数 刃 の 開 創 器 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 外 科 手 術 で 使 用 し て
、 例 え ば 、 椎 間 板 切 除 、 椎 体 間 合 着 、 お よ び 、 椎 茎 ね じ 固 着 を 目 的 と し て 脊 椎 な ど に 観 血
を 最 小 限 に 抑 え た 接 近 用 の 開 口 部 を 設 け る た め の 多 数 刃 の 開 創 器 に 関 連 し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 件 開 示 は 、 観 血 を 最 小 限 に す る 外 科 手 術 処 置 手 順 と 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、
脊 椎 に 関 与 す る 外 科 手 術 を 実 施 す る た め の 器 具 に 関 連 し て い る 。 開 創 器 は 、 脊 椎 外 科 手 術
の 間 中 、 或 る 領 域 を 開 い た ま ま に 維 持 す る た め に 使 用 さ れ る 。 こ の た め に 、 多 様 な 開 創 器
と 刃 が 使 用 さ れ て き た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 開 創 器 と 器 具 は 領 域 を 開 い た ま ま に 維 持 し 、 組 織 を 後 引 さ せ た ま ま に す る の
に 役 立 つ が 、 こ の よ う な 器 具 は 幾 つ か の 欠 点 が あ る 。 例 え ば 、 外 科 手 術 中 に 領 域 を 開 い た
ま ま に 維 持 す る た め に 広 く 利 用 さ れ て い る 外 科 手 術 用 の 器 具 は 大 型 で 、 か か る 器 具 を 正 確
に 設 置 し て 、 医 者 が 自 ら 作 業 し な け れ ば な ら な い 部 位 に 十 分 な 場 を 設 け る こ と が で き る よ
う に す る た め に は 、 大 き な 切 開 部 を 必 要 と す る こ と が あ る 。
　 所 望 の 領 域 に 迅 速 に 外 科 手 術 で 接 近 で き る よ う に し 、 小 さ な 切 開 部 で 済 む よ う に し 、 ま
た 、 そ の 後 の 処 置 の 間 も 安 定 か つ 安 全 で あ る 器 具 が 必 要 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 脊 椎 へ の 外 科 手 術 で 使 用 す る た め の 多 数 刃 の 開 創 器 に 関 す る も の で
あ る 。 多 数 刃 の 開 創 器 は 、 一 方 向 に の み 開 く こ と の で き る 従 来 の 二 重 刃 開 創 器 よ り も 大 き
い 開 口 部 を 設 け る こ と が で き 、 そ れ で い て 尚 且 つ 、 従 来 の 切 開 ア プ ロ ー チ よ り も 開 口 部 が
小 さ く て 済 む 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 開 創 器 の 説 明 は 整 形 外 科 処 置 手 順 で 使 用 さ れ る 多 数 刃 の 開 創 器 に 関 す る も の で
あ る が 、 皮 膚 を 切 開 し て 患 者 の 体 内 に 入 る こ と に よ り 医 者 が 体 内 空 洞 に 接 近 し た い と 思 っ
て い る 時 に 利 用 す る 上 記 以 外 の 外 科 手 術 処 置 手 順 で も 、 こ の 開 創 器 を 利 用 す る こ と が で き
る も の と 理 解 す る べ き で あ る 。 開 創 器 を 利 用 し て 切 開 部 を 広 げ て 両 方 向 に 離 間 さ せ た 状 態
に 維 持 す る こ と で 、 そ の 中 に 外 科 手 術 用 の 器 具 を 挿 入 し 、 外 科 手 術 器 具 を 用 い て 外 科 手 術
処 置 を 患 者 に 実 施 で き る よ う に さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 開 創 器 は 、 ユ ー ザ ー が 握 っ て 開 創 器 を 操 作 し て 作 動 さ せ る の に 好 適 な ハ ン ド ル を 設 け た
、 複 数 の 細 長 い 部 分 を 含 ん で い る 。 細 長 い 部 分 は 互 い に 関 し て 移 動 可 能 で あ り 、 特 に 、 ピ
ボ ッ ト 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て 、 細 長 い 部 分 が 互 い に 反 対 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る よ う
に さ れ る 。 開 創 器 は 、 少 な く と も １ 枚 の 刃 と 、 ロ ッ ク 機 構 と 、 付 勢 部 材 （ バ イ ア ス 部 材 ）
と 、 滑 動 バ ー （ ス ラ イ デ ィ ン グ バ ー ） と 、 リ ン ク と を 備 え て お り 、 刃 は 細 長 い 部 分 の 各 々
に 接 続 さ れ て 、 各 自 が 互 い に 反 対 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 ロ ッ ク
機 構 は 刃 が 互 い か ら 等 距 離 に ロ ッ ク さ れ る よ う に し 、 付 勢 部 材 は 細 長 い 部 分 の ハ ン ド ル を
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付 勢 さ せ て 互 い か ら 引 き 離 す た め の も の で あ り 、 滑 動 バ ー は そ の 一 端 に 刃 が 設 け ら れ 、 他
方 端 に は ピ ボ ッ ト 点 が 設 け ら れ て お り 、 リ ン ク は 細 長 い 部 分 の 各 々 に 接 続 さ れ て 、 細 長 い
部 分 を 滑 動 バ ー の ピ ボ ッ ト 点 に 接 続 す る 。 更 に 、 １ 枚 以 上 の 刃 は 先 端 が 末 広 が り に な っ て
、 柔 組 織 の 嵌 入 を 容 易 に す る と と も に 、 刃 が 適 所 か ら 脱 落 す る 危 険 を 低 減 す る こ と が で き
る 。 更 に 、 刃 は 脊 椎 の 骨 の 解 剖 学 的 構 造 に 適 合 す る よ う な 形 状 に さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 開 創 器 は 、 細 長 い 部 分 と 滑 動 バ ー に 着 脱 自 在 に 刃 を 取 付 け る 機 構 と 、 第 ４ の 刃 と 、 放 射
線 透 過 性 素 材 の 複 数 の 刃 と 、 １ 枚 以 上 の 刃 に 設 け ら れ た 一 体 型 光 源 ま た は 光 源 用 の 連 結 具
と 、 手 術 台 な ど に 開 創 器 を 取 付 け る た め の 接 続 部 と 、 １ 枚 以 上 の 刃 に 設 け ら れ た 一 体 型 吸
引 具 ／ 照 射 具 ま た は 吸 引 具 ／ 照 射 具 の 連 結 具 と 、 調 節 可 能 な 長 さ の 複 数 の 刃 と 、 安 定 性 を
加 味 す る た め の 支 持 部 材 と 、 恒 久 的 に 着 脱 可 能 な 刃 と 、 反 射 防 止 性 、 か つ ／ ま た は 、 耐 引
掻 性 の 仕 上 げ 材 ま た は 被 膜 と を 更 に 備 え て い て も よ い 。 上 記 以 外 の 実 施 形 態 で は 、 リ ン ク
が ア ー ム に 装 着 さ れ る 部 位 を 変 動 さ せ る こ と で 滑 動 バ ー の 移 動 量 を 変 化 さ せ て 、 細 長 い 部
分 に 所 与 の 運 動 を さ せ る こ と が で き る 。 ま た 別 な 実 施 形 態 で は 、 滑 動 バ ー に ば ね が 装 着 さ
れ て も よ い し 、 滑 動 バ ー の 運 動 を 制 限 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 多 数 刃 の 開 創 器 は 個 別 の 構 成 要 素 と し て 提 供 さ れ て も よ い し 、 或 い は 、 キ ッ ト の 一 部 と
し て 提 供 さ れ て も よ い が 、 そ の 場 合 の キ ッ ト は 、 具 体 的 に は 、 多 数 刃 の 開 創 器 や 、 １ 個 以
上 の 二 重 刃 開 創 器 ま た は 二 重 刃 蝶 番 式 開 創 器 が 挙 げ ら れ る 。 更 に 、 多 数 刃 の 開 創 器 に は 、
多 様 な 交 換 可 能 な 刃 が 設 け ら れ て も よ く 、 そ れ ら は 多 様 な 長 さ 、 多 様 な 素 材 、 多 様 な 表 面
形 状 に 加 え て 、 力 を 制 限 す る 滑 動 刃 の 実 施 形 態 に つ い て 多 様 な ば ね で 構 成 さ れ て い る 。 更
に 、 キ ッ ト は 、 例 え ば 、 光 源 、 吸 引 具 ／ 照 射 具 、 平 坦 刃 、 多 様 な 長 さ の 刃 、 お よ び 、 多 様
な 嵌 入 角 度 の 刃 を 含 む 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 添 付 の 図 面 を 参 照 す る こ と に よ り 、 よ り 良 好 に 理 解 す る こ と が で き る が 、 こ れ
ら 図 面 で は 、 同 一 構 成 要 素 は 同 一 参 照 番 号 に よ っ て 表 示 さ れ て い る 。 図 面 は 或 る 特 徴 を 例
示 す る 具 体 例 に す ぎ ず 、 こ の よ う な 特 徴 は 単 独 で 採 用 さ れ て も よ い し 、 或 い は 、 他 の 特 徴
と 組 合 わ せ て 採 用 す る こ と も で き る が 、 本 発 明 は 例 示 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ か ら 図 ２ ４ に 例 示 さ れ て い る 開 創 器 を 利 用 し て 、 脊 椎 領 域 に お け る 外 科 手 術 処 置 を
実 施 す る こ と が で き る が 、 か か る 処 置 の 具 体 例 と し て 、 椎 間 板 切 除 、 移 植 片 挿 入 、 椎 茎 ね
じ 設 置 、 お よ び 、 脊 椎 ロ ッ ド 設 置 な ど が あ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 開 創 器 の 説 明 は
主 と し て 脊 椎 外 科 手 術 に 関 連 づ け て 論 じ ら れ る が 、 本 発 明 の 開 創 器 は 上 記 以 外 の 外 科 手 術
処 置 で 使 わ れ て も よ い こ と を 理 解 す る べ き で あ る 。 例 え ば 、 皮 膚 を 切 開 す る こ と に よ り 体
内 に 接 近 し た い と 医 者 が 望 む 部 位 で 開 創 器 を 使 う こ と が で き 、 ま た 、 開 創 器 は 、 外 科 手 術
用 器 具 を 使 っ て 患 者 に 実 施 さ れ る 外 科 手 術 の た め の 接 近 部 位 を 設 け る こ と も で き る 。 特 に
、 開 創 器 は 柔 組 織 ま た は 器 官 を 後 引 し て 、 医 者 が 手 術 を 施 し て い る 患 者 の 肉 体 部 位 を 見 え
る よ う に し 、 か つ ／ ま た は 、 そ の 部 位 に 外 科 手 術 器 具 が 接 近 で き る よ う に し 、 ま た 、 切 開
部 を 開 い て 両 方 向 に 離 間 さ せ た 位 置 に 維 持 す る こ と で 、 外 科 手 術 器 具 を 患 者 の 体 内 に 挿 入
で き る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 本 件 で 論 じ ら れ て い る 開 創 器 の 実 施 形 態 の 各 構 成 要 素 は 、 例 え ば 、 金 属 、 可 塑 材
、 ラ バ ー 、 ま た は 、 上 記 素 材 の 組 合 せ も し く は 複 合 物 （ す な わ ち 、 ２ 種 以 上 の 素 材 か ら な
る 材 料 ） か ら 作 成 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 各 構 成 要 素 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 チ タ ン 、 ア
ル ミ ニ ウ ム 、 合 金 、 カ ー ボ ン フ ァ イ バ ー 複 合 物 、 ま た は 、 重 合 体 （ 例 え ば 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ
ル （ PVC） 、 ポ リ エ チ レ ン 、 多 種 多 様 な ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 テ フ ロ ン (登 録
商 標 )被 膜 金 属 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン （ PEEK） 、 超 高 分 子 重 量 ポ リ エ チ レ ン （ UHM
WPE） な ど ） で 作 成 す る こ と が で き る 。 更 に 、 多 様 な 方 法 を 利 用 し て 、 上 述 の 開 創 器 の 各
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構 成 要 素 を 作 成 す る こ と が で き る が 、 そ の 方 法 と し て は 、 鋳 造 、 押 出 し 成 形 、 射 出 成 形 、
圧 縮 成 形 、 鍛 造 、 機 械 加 工 、 ま た は 、 ト ラ ン ス フ ァ ー 成 形 な ど が あ る 。 ま た 、 各 構 成 要 素
は 一 緒 に 接 合 さ れ て も よ い が 、 そ の 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 接 着 、 単 体 部 材 と し て 鋳 造 ま
た は 鍛 造 す る こ と 、 溶 接 ま た は 蝋 付 け な ど で も よ い し 、 或 い は 、 ね じ 留 め 、 リ ベ ッ ト 留 め
、 ま た は 上 記 以 外 の 適 切 な 手 段 に よ る 機 械 的 な 接 合 な ど が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 図 １ を 参 照 す る と 、 多 数 刃 の 開 創 器 １ ０ ０ は 、 少 な く と も ２ 個 の 細 長 い 部 分 １ １
０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ か ら 構 成 さ れ て い る 。 し か し 、 開 創 器 １ ０ ０ の 多 様 な 構 成 部 品 に 多 数 の 修
正 や 代 用 を 施 す こ と が で き る こ と を 当 業 者 で あ れ ば 認 識 す る も の と 理 解 す る べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ は 操 作 者 に 最 も 近 い 位 置 に あ る 近 位 端 と 、 そ の 反 対 側 の
遠 位 端 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 部 分 の 近 位 端 に は そ れ ぞ れ に ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １
１ １ Ｌ が 設 け ら れ て お り 、 遠 位 端 に は そ れ ぞ れ に 遠 位 部 １ １ ２ Ｒ 、 １ １ ２ Ｌ が 設 け ら れ て
い る 。 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ は 、 そ れ ぞ れ 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ の 近
位 端 に 設 置 さ れ て お り 、 ユ ー ザ ー が 握 る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 ま た 、 遠 位 部 １ １ ２ Ｒ 、
１ １ ２ Ｌ は 、 ぞ れ ぞ れ 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ の 遠 位 端 に 設 置 さ れ て い る 。 更 に
、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ は 、 例 え ば 、 ピ ボ ッ ト コ ネ ク タ １ ２ ０ に よ っ て ピ ボ ッ ト
回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 。 ピ ボ ッ ト コ ネ ク タ １ ２ ０ は 、 ボ ル ト （ 組 に な る ナ ッ ト と 併 用 ） 、
ピ ン 、 リ ベ ッ ト 、 ま た は 、 上 記 以 外 の 、 ピ ボ ッ ト 点 を 設 け る 同 様 の 手 段 で あ れ ば よ い 。 こ
の よ う に 、 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ と 遠 位 部 １ １ ２ Ｒ 、 １ １ ２ Ｌ は 互 い に 相 反 す る
方 向 、 す な わ ち 、 反 対 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る 。 図 １ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ハ ン
ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ が 互 い に 引 寄 せ ら れ る と 、 遠 位 端 １ １ ２ Ｒ 、 １ １ ２ Ｌ （ 従 っ て
、 互 い に 対 向 す る 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ ） は 離 隔 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ は グ リ ッ プ １ １ ７ （ 図 ４ ） が 設 け ら れ て お り 、 こ れ は ハ
ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ お よ び ／ ま た は ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｌ と 一 体 ま た は 接 続 可 能 に す る こ と が
で き 、 ま た 、 ユ ー ザ ー が 開 創 器 １ ０ ０ を よ り 良 好 に 握 れ る よ う に す る こ と が で き る 。 グ リ
ッ プ １ １ ７ は 、 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ と 同 じ 素 材 で 作 成 さ れ て も よ い し 、 異 な る 素 材 で
作 成 さ れ て も よ い 。 一 実 施 形 態 で は 、 グ リ ッ プ １ １ ７ は ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ の
周 囲 に 配 置 さ れ た 素 材 片 （ 例 え ば 、 可 塑 材 片 、 ラ バ ー 片 な ど ） で あ っ て も よ い 。 別 な 実 施
形 態 で は 、 グ リ ッ プ １ １ ７ は 複 数 隆 起 、 複 数 突 起 、 ま た は 、 複 数 溝 が ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ
、 １ １ １ Ｌ に 形 成 さ れ た も の で も よ く 、 こ れ ら は ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ の 構 造 の
一 部 で あ っ て も よ い し 、 ま た は 、 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ に 配 置 さ れ た 別 個 の 部 材
で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 図 ４ は 、 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｌ に 配 置 さ れ た 多 数 の 素 材 片 を 例 示
し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 刃 １ １ ３ Ｒ お よ び 刃 １ １ ３ Ｌ は 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ の そ れ ぞ れ の 遠 位 端 １
１ ２ Ｒ 、 １ １ ２ Ｌ に 装 着 さ れ る 。 「 刃 」 に 言 及 し た 場 合 は い ず れ も 、 必 ず し も 切 削 用 の 刃
を 意 味 し て い る わ け で は な い も の と 理 解 す る べ き で あ る 。 本 件 に 記 載 さ れ て い る 刃 は い ず
れ も 切 削 面 が 設 け ら れ て お り 、 か つ ／ ま た は 、 組 織 を 切 除 す る た め に 使 用 さ れ る が 、 開 創
器 の 刃 は 、 柔 組 織 を 後 引 し て 柔 組 織 が 外 科 手 術 の 場 に 入 る の を 防 止 す る 壁 と し て 機 能 す る
の が 好 ま し い 。 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ は 遠 位 端 １ １ ２ Ｒ 、 １ １ ２ Ｌ に 、 そ れ ぞ れ 、 接 続 さ
れ て 、 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ が 各 々 、 別 な 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ に 相 対 的 に 移 動 す る こ と
が で き る よ う に さ れ る 。 閉 じ た 位 置 で は 、 遠 位 端 １ １ ２ Ｒ 、 １ １ ２ Ｌ は 互 い に 接 触 状 態 に
あ っ て 、 遠 位 端 １ １ ２ Ｒ 、 １ １ ２ Ｌ に 搭 載 さ れ た 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ は 、 図 １ ０ Ａ に 例
示 さ れ て い る よ う に 、 初 期 の 開 創 器 開 口 部 を 画 定 す る こ と が で き る 。 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３
Ｌ の 形 状 と 幾 何 学 的 配 置 次 第 で は 、 開 口 部 は 円 形 の 空 間 に な る こ と も あ る が 、 開 口 部 は ど
の よ う な 形 状 で あ っ て も よ い 。 図 １ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ は 凹
凸 面 の プ ロ フ ァ イ ル を 有 し て い る が 、 上 記 以 外 の 形 状 の 刃 が 使 用 さ れ て も よ い 。 刃 の 設 計
（ 例 え ば 、 寸 法 、 形 状 、 配 向 ） を 決 め る 際 に は 、 多 様 な 因 子 が 考 慮 に 入 れ ら れ る が 、 そ の
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具 体 例 と し て は 、 刃 が 広 げ ら れ て 互 い に 離 隔 さ れ た 時 に 患 者 の 肉 体 の 切 開 部 の 外 傷 を 最 小
限 に 抑 え る こ と 、 切 開 部 に 位 置 し て い る 刃 を 安 定 さ せ て 、 後 引 さ れ て い る 組 織 と の 係 合 か
ら 簡 単 に 外 れ な い よ う に す る こ と 、 患 者 各 自 の 解 剖 学 的 構 造 を 個 別 に あ つ ら え る こ と が で
き る よ う に す る こ と 等 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 滑 動 バ ー １ ３ ０ は ピ ボ ッ ト ピ ン １ ２ ０ に よ っ て 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ に 接 続 さ
れ る が 、 こ の ピ ボ ッ ト ピ ン は 滑 動 バ ー １ ３ ０ の ス ロ ッ ト １ ３ １ を 貫 通 し て 配 置 す る こ と が
で き る 。 今 度 は 、 滑 動 刃 １ ３ ４ が 滑 動 バ ー １ ３ ０ の 遠 位 端 １ ３ ５ に 搭 載 さ れ 、 滑 動 刃 １ ３
４ の 内 面 １ ３ ６ が 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ の 外 面 １ １ ４ Ｒ 、 １ １ ４ Ｌ に 、 そ れ ぞ れ 、 隣 接 す
る こ と が で き る よ う に さ れ る 。 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ に つ い て と 同 様 に 、 滑 動 刃 １ ３ ４ は
凹 凸 プ ロ フ ァ イ ル を 有 し て い て も よ い 。 滑 動 刃 １ ３ ４ は こ れ 以 外 の 形 状 を 有 し て い て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 滑 動 バ ー １ ３ ０ の 近 位 端 １ ３ ２ は 、 ピ ン １ ３ ３ に よ っ て 、 リ ン ク １ ４ ０ Ｒ 、 １ ４ ０ Ｌ の
中 心 軸 沿 い 端 部 １ ４ １ Ｒ 、 １ ４ １ Ｌ に ピ ボ ッ ト 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 。 ピ ン １ ３ ３ の 代 わ
り に 代 替 の 接 続 構 成 要 素 （ 例 え ば ね じ 、 ボ ル ト な ど ） が 使 用 さ れ て も よ い が 、 こ れ は 、 そ
の 代 替 要 構 成 素 が 自 ら を 中 心 と し て リ ン ク １ ４ ０ Ｒ 、 １ ４ ０ Ｌ を 回 転 さ せ る こ と が で き る
場 合 に 限 る 。 リ ン ク １ ４ ０ Ｒ 、 １ ４ ０ Ｌ の 横 方 向 端 部 １ ４ ２ Ｒ 、 １ ４ ２ Ｌ は 、 ね じ １ ４ ３
Ｒ 、 １ ４ ３ Ｌ に よ り 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ に ピ ボ ッ ト 回 転 可 能 に 装 着 さ れ る 。
ね じ １ ４ ３ Ｒ 、 １ ４ ３ Ｌ の 代 わ り に 、 そ れ 以 外 の 接 続 構 成 要 素 が （ 例 え ば 、 ピ ン 、 ボ ル ト
な ど ） が 使 用 さ れ て も よ い が 、 こ れ は 、 代 替 の 接 続 構 成 要 素 が 自 ら を 中 心 と し て リ ン ク １
４ ０ Ｒ 、 １ ４ ０ Ｌ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 場 合 に 限 ら れ る 。 ま た 、 穴 １ １ ９ Ｒ 、 １ １ ９
Ｌ が 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ に 設 け ら れ て リ ン ク １ ４ ０ Ｒ 、 １ ４ ０ Ｌ を 復 位 さ せ る
こ と が で き る よ う に し て い る た め 、 滑 動 刃 １ ３ ４ の 移 動 は 、 後 段 に よ り 詳 細 に 記 載 さ れ る
よ う に 、 互 い に 対 向 す る 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ に 関 し て 調 節 す る こ と が で き る 。 穴 １ １ ９
Ｒ 、 １ １ ９ Ｌ は ね じ を 切 っ て あ っ て も よ い し 、 平 滑 で あ っ て も よ い 。 滑 動 刃 １ ３ ４ は 、 中
間 連 動 装 置 な ど の 直 接 法 ま た は 間 接 法 に よ っ て 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ の い ず れ
か の 部 分 に 沿 っ て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 リ ン ク １ ４ ０ Ｒ 、 １ ４ ０ Ｌ は 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ に 滑 動 バ ー １ ３ ０ を 接 続 し
、 結 果 的 に は 、 滑 動 刃 １ ３ ４ を 接 続 す る た め 、 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ を 一 緒 に 移
動 さ せ る こ と に よ り 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ の 移 動 に 比 例 す る 量 だ け 、 刃 １ １ ３
Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ か ら 遠 ざ か る 方 向 に 滑 動 刃 １ ３ ４ を 移 動 さ せ る 結 果 と な る 。 操 作 者 が リ ン ク
１ ４ ０ Ｒ 、 １ ４ ０ Ｌ を 別 な 穴 １ １ ９ Ｒ 、 １ １ ９ Ｌ に 接 続 す る と 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １
１ ０ Ｌ の 移 動 に 相 関 的 に 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ か ら 遠 ざ か る 方 向 へ 滑 動 刃 １ ３ ４ が 移 動 す
る こ と の で き る 量 は 変 動 す る 。 例 え ば 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ の 上 で ピ ン １ ２ ０
に も っ と 近 い 位 置 で リ ン ク １ ４ ０ Ｒ 、 １ ４ ０ Ｌ に 接 続 す る と 、 結 果 と し て 、 リ ン ク １ ４ ０
Ｒ 、 １ ４ ０ Ｌ が 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ の 上 で ピ ン １ ２ ０ か ら も っ と 遠 い 位 置 で 接
続 さ れ た 場 合 に 比 べ て 、 滑 動 刃 １ ３ ４ が 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ か ら 遠 ざ か る 方 向 へ 移 動 す
る 距 離 は 短 く な る 。 開 創 器 １ ０ ０ が 閉 じ た 位 置 に あ る 場 合 に は 、 リ ン ク １ ４ ０ Ｒ 、 １ ４ ０
Ｌ の 位 置 を 変 動 さ せ る こ と で も 、 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ に 対 す る 滑 動 刃 １ ３ ４ の 位 置 に 影
響 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 リ ー フ ば ね １ ５ ０ Ｒ 、 １ ５ ０ Ｌ は 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ の 間 に 設 置 さ れ
、 ま た 、 ね じ １ ５ １ Ｒ 、 １ ５ １ Ｌ に よ っ て 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ に 接 続 さ れ る 。
こ の 接 続 は 代 替 例 と し て 、 リ ベ ッ ト 、 溶 接 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 固 定 機 構 を 利 用 し て 行 な
わ れ て も よ い 。 リ ー フ ば ね １ ５ ０ Ｒ 、 １ ５ ０ Ｌ は ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ を 付 勢 さ
せ て 広 が っ て 両 方 向 に 離 隔 し た 位 置 へ 移 動 さ せ る た め 、 開 創 器 の 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ と
滑 動 刃 １ ３ ４ は 閉 じ た 位 置 に 来 る こ と が で き る 。 ま た 別 な 実 施 形 態 で は 、 コ イ ル ば ね （ 図
示 せ ず ） を 使 っ て 、 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ を 付 勢 さ せ て 、 広 が っ て 両 方 向 に 離 隔
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し た 位 置 へ 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 し か し 、 上 記 以 外 の 構 成 要 素 や 異 な る 構 成 要 素 お よ
び 機 構 を 使 っ て 、 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ を 付 勢 に よ り 離 隔 さ せ る よ う に し て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 使 用 に 際 し て 、 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ が 一 緒 に 集 束 さ れ る と 、 リ ン ク １ ４ ０ Ｒ
、 １ ４ ０ Ｌ が ね じ １ ４ ３ Ｒ 、 １ ４ ３ Ｌ を 中 心 と し て 回 転 す る た め 、 中 心 軸 沿 い の 端 部 １ ４
１ Ｒ 、 １ ４ １ Ｌ は 近 位 方 向 へ （ す な わ ち 、 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ か ら 遠 ざ か る 方 向 へ ） 移
動 す る こ と が で き る 。 中 心 軸 沿 い の 端 部 １ ４ １ Ｒ 、 １ ４ １ Ｌ は 、 近 位 方 向 に 移 動 す る に つ
れ て 、 ピ ン １ ３ ３ を 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 回 転 し 、 滑 動 刃 １ ３ ０ を 近 位 方 向 に 引 張 る 。 滑 動
バ ー １ ３ ０ の 線 形 運 動 は 、 ス ロ ッ ト １ ３ １ と 相 互 作 用 し て そ の 中 を 移 動 す る ピ ボ ッ ト ピ ン
１ ２ ０ に よ っ て 案 内 さ れ る 。 滑 動 刃 １ ３ ０ が 近 位 方 向 に 移 動 す る と 、 滑 動 刃 １ ３ ４ は 近 位
方 向 に 移 動 す る こ と が で き る 。 ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ か ら 圧 力 を 解 放 す る と 、 リ
ー フ ば ね １ ５ ０ Ｒ 、 １ ５ ０ Ｌ は ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ を 広 げ て 互 い に 離 隔 さ せ る
。 そ の 結 果 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ と 滑 動 刃 １ ３ ０ は 閉 じ た 位 置 に 戻 り 、 こ の 位
置 で は 、 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ は 閉 じ て 互 い に 近 接 状 態 に な り 、 滑 動 刃 １ ３ ４ の 内 側 面 １
３ ６ は 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ の 外 側 面 １ １ ４ Ｒ 、 １ １ ４ Ｌ に 隣 接 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 刃 １ １ ３ Ｒ ， １ １ ３ Ｌ ， お よ び 、 刃 １ ３ ４ を 互 い か ら 或 る 選 択 さ れ た 距 離 に ロ ッ
ク す る た め に 、 ロ ッ ク 機 構 が 設 け ら れ る 。 図 １ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ロ ッ ク 機 構 は 、
ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｌ の 内 側 に 設 け ら れ た フ ラ ン ジ １ １ ５ に ピ ン １ ６ １ に よ っ て ピ ボ ッ ト 回
転 可 能 に 接 続 さ れ た ね じ を 切 っ た バ ー １ ６ ０ を 備 え て い て も よ い 。 ね じ を 切 っ た バ ー １ ６
０ の 反 対 端 は ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ に 設 け た 穴 １ ４ ５ の 中 に 滑 動 自 在 に 受 け 入 ら れ る た め 、
ね じ を 切 っ た バ ー １ ６ ０ の 一 部 １ ４ ７ は ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ を 越 え て 延 び る 結 果 と な る 。
ナ ッ ト １ ７ ０ は ね じ を 切 っ た ロ ッ ド １ ６ ０ の 一 部 １ ４ ７ の 上 に 、 ね じ で 固 定 さ れ る と と も
に 、 ハ ン ド ル 部 １ １ ０ Ｒ に 対 し て 締 め 付 け ら れ る こ と で 、 ハ ン ド ル 部 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ
の 広 が り を 防 止 し て い る 。 ナ ッ ト １ ７ ０ に は 外 側 の ぎ ざ ぎ ざ 面 １ ７ １ が 設 け ら れ て も よ く
、 こ れ に よ り 、 ナ ッ ト １ ７ ０ を 締 め た り 弛 め た り す る 間 、 ナ ッ ト １ ７ ０ を ユ ー ザ が よ り 上
手 く 握 れ る よ う に し て い る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 ロ ッ ク 機 構 は 正 反 対 の 配 置 で 構 成 さ
れ て 、 ね じ を 切 っ た バ ー １ ６ ０ が ハ ン ド ル 部 １ １ ０ Ｌ を 通 過 し 、 ナ ッ ト １ ７ ０ が ハ ン ド ル
部 １ １ ０ Ｌ に 、 ね じ で 固 定 す る よ う に し て も よ い 。 ロ ッ ク 機 構 は ラ チ ェ ッ ト 、 「 ソ フ ト ロ
ッ ク 」 配 置 、 ま た は 、 こ れ ら 以 外 の ど の よ う な 適 切 な 公 知 の ロ ッ ク 機 構 で あ っ て も よ い こ
と を 、 当 業 者 な ら 認 識 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 閉 じ た 位 置 で は 、 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ お よ び 刃 １ ３ ４ は 、 一 般 に 、 円 形 開 口 を 形 成 し
、 そ の 内 径 が 約 3mmか ら 約 50mmの 範 囲 に な る よ う に す れ ば よ く 、 こ の 内 径 は 約 10mmか ら 約 1
6mmの 間 で あ る の が よ り 好 ま し く 、 約 13mmで あ る の が 最 も 好 ま し い 。 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ L
と 刃 １ ３ ４ の 寸 法 は 、 外 科 手 術 処 置 を 受 け て い る 患 者 の 外 科 手 術 切 開 部 に 挿 入 さ れ る の に
好 適 で 、 か つ 、 挿 入 後 に 切 開 部 を 広 げ て 両 方 向 に 離 隔 さ せ て 開 口 を 形 成 し 、 そ の 開 口 を 通
し て 医 療 器 具 を 挿 入 し て 診 査 処 置 、 診 断 処 置 、 ま た は 、 外 科 手 術 処 置 を 実 施 す る の に 好 適
な ら ど の よ う な 寸 法 で も よ い こ と を 、 当 業 者 な ら 当 然 、 理 解 す る だ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 開 い た 位 置 で は 、 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ Lと 刃 １ ３ ４ は 接 近 開 口 を 形 成 し 、 例 え ば 、 概 ね 三
角 形 （ 例 え ば 、 二 等 辺 三 角 形 ） ま た は ４ つ の 尖 点 で 区 切 っ た 開 口 で 、 約 10mmか ら 約 150mm
の 間 の 一 辺 × 約 10mmか ら 約 50mmの 一 辺 の 寸 法 を 有 し て 、 約 70mm× 約 30mmの 寸 法 で あ る の が
よ り 好 ま し い 。 刃 の 幾 何 学 的 構 成 お よ び 寸 法 次 第 で は 、 開 口 は こ れ ら 以 外 の 形 状 お よ び 寸
法 で あ っ て も よ い 。 更 に 、 開 い た 位 置 で は 、 刃 １ １ ３ Rと １ １ ３ Lの 間 の 距 離 は 、 例 え ば 、
約 10mmか ら 約 150mmの 範 囲 で あ れ ば よ い 。 滑 動 刃 １ ３ ４ と 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ Lの 間 の 距 離
は 、 例 え ば 、 約 0mmか ら 約 50mmの 範 囲 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 刃 １ １ ３ Lと 刃 １ ３ ４ は 、 半 径 Rで 外 方 向 に 末
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広 が り に な っ た 先 端 部 １ １ ６ L、 １ ３ ７ が 設 け ら れ て 、 柔 組 織 へ の 嵌 入 を 容 易 に し て い る
。 刃 １ １ ３ Rも 半 径 Rで 末 広 が り に な っ た 先 端 部 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い て も よ い 。 末
広 が り の 先 端 部 の 曲 線 ま た は 角 度 は ど の よ う な 種 類 で あ っ て も よ い も の と 理 解 す る べ き で
あ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 末 広 が り の 先 端 部 は 刃 の 壁 と 或 る 一 定 角 度 に あ る 。 例 え ば 、 図 ２
Aの 刃 １ ３ ４ を 見 る と 、 末 広 が り の 先 端 部 １ ３ ７ は 、 刃 １ ３ ４ の 壁 １ ３ ４ ｂ と 或 る 一 定 角
度 １ １ ８ に あ る 。 角 度 １ １ ８ は 、 例 え ば 、 約 90° か ら 約 180° の 範 囲 で あ っ て も よ い が 、
約 135° か ら 約 180° の 範 囲 で あ る の が よ り 好 ま し い 。 １ 枚 以 上 の 刃 に 末 広 が り の 先 端 部 が
設 け ら れ て も よ い し 、 ま た は 、 末 広 が り の 先 端 部 を 設 け ら れ た 刃 が 皆 無 で あ っ て も よ い 。
別 な 実 施 形 態 で は 、 数 枚 の 刃 は 半 径 Rで 末 広 が り に な り 、 残 り の 刃 は 角 度 １ １ ８ を 成 す よ
う に し て も よ い 。 ま た 別 な 実 施 形 態 で は 、 刃 は 全 部 が 半 径 Rで 末 広 が り に な っ て い て も よ
い し 、 或 い は 、 刃 は 全 部 が 角 度 １ １ ８ で 設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 各 刃 の 半 径 Rお よ
び ／ ま た は 角 度 １ １ ８ は 、 他 の 刃 の 半 径 Rお よ び ／ ま た は 角 度 １ １ ８ と 同 じ で あ っ て も よ
い し 、 異 な っ て い て も よ い 。 ど の 刃 も そ の 長 尺 全 体 に 沿 っ て 末 広 が り に な り 、 或 い は 、 角
度 づ け さ れ て も よ い も の と 、 こ こ で も ま た 理 解 す る べ き で あ る 。 末 広 が り の 先 端 部 は 柔 組
織 へ の 嵌 入 を 容 易 に し （ す な わ ち 、 患 者 の 組 織 の 下 側 で の 把 持 具 合 を 向 上 さ せ る ） 、 従 っ
て 、 思 い が け ず 、 或 い は 、 時 期 尚 早 に 開 創 器 １ ０ ０ が 切 開 部 か ら 無 理 や り 押 し の け ら れ た
り 、 外 れ た り す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 先 端 部 １ １ ６ L,１ ３ ７ の よ う な 末 広 が り
先 端 部 を 使 っ て 、 脊 椎 の 骨 の 解 剖 学 的 構 造 に 開 創 器 １ ０ ０ を 適 合 さ せ る よ う に し て も よ い
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 更 に 、 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ Lと １ ３ ４ は 、 開 創 器 が 使 用 さ れ る べ き 外 科 手 術 処 置 次 第 で 、
多 様 な 形 状 と 寸 法 を 取 る こ と が で き る 。 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ Lと １ ３ ４ の 先 端 部 は 脊 椎 の 骨
の 解 剖 学 的 構 造 に 一 致 す る よ う に な っ て い て も よ い 。 例 え ば 、 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ Lと 刃 １
３ ４ は 、 脊 椎 板 の 一 部 に 接 触 す る よ う な 形 状 に な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 形 状 的 一 致 を 達 成 す る た め に 、 滑 動 刃 １ ３ ４ の 先 端 部 １ ３ ７ の 角 度 α は 約 0° か ら
約 70° の 範 囲 に あ れ ば よ い が 、 約 20° か ら 約 40° の 範 囲 で あ る の が よ り 好 ま し い 。 刃 １ １
３ Lの 先 端 部 １ １ ６ Lと 刃 １ １ ３ Rの 先 端 部 （ 図 示 せ ず ） の 角 度 β は 約 0° か ら 約 80° の 範 囲
に あ れ ば よ い が 、 約 30° か ら 約 60° の 範 囲 に あ る の が よ り 好 ま し い 。 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ L
の 長 さ （ 角 度 付 け し た 先 端 部 を 含 む ） は 約 25mmか ら 約 200mmの 範 囲 に あ れ ば よ い が 、 約 80m
mか ら 約 110mmの 範 囲 に あ る の が よ り 好 ま し い 。 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ Lお よ び ／ ま た は 刃 １ ３
４ の 末 広 が り の 端 部 （ 凹 凸 状 の 刃 が 設 け ら れ て い る 領 域 ） の 半 径 Rは 約 0mmか ら 約 100mmの
範 囲 に あ れ ば よ い が 、 約 0mmか ら 約 50mmの 範 囲 で あ る の が よ り 好 ま し い 。 刃 １ １ ３ R、 １ １
３ L、 お よ び ／ ま た は 、 刃 １ ３ ４ は 、 そ れ ぞ れ の 遠 位 先 端 部 か ら 湾 曲 が 始 ま っ て い て も よ
い し 、 湾 曲 部 が 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ Lお よ び ／ ま た は 刃 １ ３ ４ の う ち 約 0mmか ら 約 30mmの 範
囲 の 長 さ に わ た っ て 延 在 す る よ う に し て も よ い が 、 こ の 範 囲 は 、 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ L、 お
よ び ／ ま た は 、 刃 １ ３ ４ の う ち 遠 位 端 の 0mmか ら 約 20mmに わ た っ て い る の が よ り 好 ま し い
。 ま た 、 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ Lお よ び 刃 １ ３ ４ は 、 特 定 の 処 置 お よ び 特 定 患 者 に 適 切 と な る
よ う に 、 ど れ も 概 ね 同 じ 長 さ で あ っ て も よ い し 、 複 数 の 長 さ の 異 な る 組 合 せ で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 例 え ば 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 滑 動 刃 １ ３ ４ は 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ L
よ り も 長 く て も よ い 。 こ の よ う な 形 状 で は 、 開 創 器 １ ０ ０ は 横 方 向 開 創 器 と し て 機 能 す る
こ と が で き る 。 横 方 向 開 創 器 と し て は 、 例 え ば 、 患 者 が 自 分 の 腹 を 下 に う つ 伏 せ に な っ た
場 合 、 開 創 器 １ ０ ０ の ハ ン ド ル 部 １ １ １ R、 １ １ １ Lが 患 者 の 脊 柱 と 或 る 一 定 角 度 （ 例 え ば
、 略 垂 直 な ど ） を 設 け る か 、 或 い は 、 患 者 の 体 側 に 先 端 が 向 く よ う に 、 開 創 器 １ ０ ０ が 位
置 決 め さ れ る 。 こ の よ う な 配 向 で は 、 刃 １ １ ３ R、 １ １ ３ Lは 、 脊 柱 に 被 さ る よ う に 設 置 さ
れ て 、 そ れ ぞ れ の 刃 の 短 い ほ う の 長 さ の お か げ で 、 脊 柱 の 骨 と 接 触 す る の を 回 避 す る こ と
が で き る 。 長 い ほ う の 滑 動 刃 １ ３ ４ は 脊 椎 の 柱 側 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 患 者 の 背 中 の 中 の よ
り 深 い 位 置 ま で 刺 通 す こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ま た 別 な 実 施 形 態 で は 、 滑 動 刃 １ ３ ４ ａ は 刃 １ １ ３ Ｌ 、
１ １ ３ Ｒ よ り も 短 く て も よ い 。 こ の よ う な 形 状 で は 、 開 創 器 １ ０ ０ ａ は 中 間 開 創 器 と し て
機 能 す る こ と が で き る 。 中 間 開 創 器 と し て は 、 例 え ば 、 患 者 が 腹 を 下 に う つ 伏 せ に な る と
、 開 創 器 １ ０ ０ ａ の ハ ン ド ル 部 １ １ １ Ｒ 、 １ １ １ Ｌ が 患 者 の 脊 柱 に 平 行 に な る よ う に 、 開
創 器 １ ０ ０ ａ を 設 置 す る こ と が で き る 。 こ の 配 向 で は 、 滑 動 刃 １ ３ ４ は 脊 柱 に 被 さ る よ う
に 設 置 さ れ て 、 短 い ほ う の 長 さ の お か げ で 、 脊 柱 の 骨 と 接 触 す る の を 回 避 す る こ と が で き
る 。 他 方 で 、 長 い ほ う の 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ は 脊 椎 の 柱 側 に 沿 っ て 設 置 さ れ て 、 患 者 の
背 中 の よ り 深 い 位 置 ま で 刺 通 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 更 に 、 図 １ か ら 図 ３ の 開 創 器 １ ０ ０ の 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ 、 お よ び ／ ま た は 、 刃 １ ３
４ は 、 溶 接 、 蝋 付 け 、 半 だ 付 け な ど の 手 段 で 、 そ れ ぞ れ 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ
ま た は 滑 動 バ ー １ ３ ２ に 恒 久 的 に 装 着 さ れ 、 或 い は 、 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ 、 １ １ ０ Ｌ 、 ま
た は 、 滑 動 バ ー １ ３ ２ と 一 体 に 形 成 す る こ と が で き る 。 図 ５ に 例 示 さ れ て い る 代 替 の 実 施
形 態 で は 、 開 創 器 ２ ０ ０ の 刃 ２ １ ３ Ｒ 、 ２ １ ３ Ｌ 、 お よ び ／ ま た は 、 刃 ２ ３ ４ は 取 外 し 可
能 に し て も よ い 。 取 外 し 可 能 な 刃 に よ り 、 患 者 の 肉 体 の 解 剖 学 的 構 造 、 外 科 手 術 を 実 施 す
る こ と に な る 身 体 部 分 、 お よ び 、 放 射 線 透 過 性 で あ る の が 望 ま し い か 否 か 等 の 多 様 な 因 子
を 考 慮 し て 、 医 者 は 多 様 な 長 さ 、 多 様 な 形 状 、 お よ び ／ ま た は 、 多 様 な 素 材 の 刃 を 取 付 け
る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 刃 ２ １ ３ Ｒ 、 ２ １ ３ Ｌ 、 お よ び 、 刃 ２ ３ ４ に は 、 そ れ ぞ れ 、 突 起 部 ２ １ ７ Ｒ 、 ２ １ ７ Ｌ
， お よ び 、 ２ ３ ８ が 設 け ら れ て い て も よ い 。 溝 ２ １ ８ Ｒ 、 ２ １ ８ Ｌ ， お よ び 、 溝 ２ ３ ９ が
突 起 部 ２ １ ７ Ｒ 、 ２ １ ７ Ｌ ， お よ び 、 突 起 部 ２ ３ ８ に 設 け ら れ て 、 球 状 戻 り 止 め （ 図 示 せ
ず ） と 嵌 合 す る よ う に し て も よ い が 、 こ の よ う な 戻 り 止 め は 穴 ２ ８ １ Ｒ 、 ２ ８ １ Ｌ ， お よ
び 、 穴 ２ ８ ０ の 内 側 に 設 置 さ れ る 。 球 状 戻 り 止 め は 、 例 え ば 、 付 勢 手 段 （ 例 え ば 、 ば ね な
ど ） に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ る ボ ー ル ベ ア リ ン グ （ 図 示 せ ず ） を 備 え て お り 、 ボ ー ル ベ ア リ
ン グ が 穴 ２ ８ １ Ｒ 、 ２ ８ １ Ｌ 、 お よ び 、 穴 ２ ８ １ に 出 入 り す る よ う に 移 動 し て 、 溝 ２ １ ８
Ｒ 、 ２ １ ８ Ｌ 、 お よ び 、 溝 ２ ３ ９ と 嵌 合 ま た は 離 脱 す る こ と が で き る よ う に な っ て い て も
よ い 。 穴 ２ ８ １ Ｒ 、 ２ ８ １ Ｌ 、 お よ び 、 穴 ２ ８ １ は 、 細 長 い 部 分 ２ １ ０ Ｒ 、 ２ １ ０ Ｌ の 遠
位 部 ２ １ ２ Ｒ 、 ２ １ ２ Ｌ と 滑 動 バ ー ２ ３ ５ に 配 置 さ れ る 。 代 替 の 実 施 形 態 で は 、 刃 ２ １ ３
Ｒ 、 ２ １ ３ Ｌ 、 お よ び ／ ま た は 、 刃 ２ ３ ４ を 着 脱 自 在 に 取 付 け る 上 記 以 外 の 手 段 、 例 え ば
ね じ を 切 っ た 接 続 具 、 止 螺 子 、 ピ ン な ど の 手 段 を 利 用 す る こ と が で き る 。 刃 ２ １ ３ Ｒ 、 ２
１ ３ Ｌ 、 お よ び ／ ま た は 、 刃 ２ ３ ４ は 、 細 長 い 部 分 ２ １ ０ Ｒ 、 ２ １ ０ Ｌ 、 お よ び ／ ま た は
、 滑 動 バ ー ２ ３ ５ に 関 し て 自 由 に 回 転 す る こ と が で き 、 或 い は 、 細 長 い 部 分 ２ １ ０ Ｒ 、 ２
１ ０ Ｌ 、 お よ び ／ ま た は 、 滑 動 バ ー ２ ３ ５ と の キ ー 接 続 部 が 設 け ら れ て 、 刃 ２ １ ３ Ｒ 、 ２
１ ３ Ｌ お よ び ／ ま た は 刃 ２ ３ ４ と 細 長 い 部 分 ２ １ ０ Ｒ 、 ２ １ ０ Ｌ お よ び ／ ま た は 滑 動 バ ー
２ ３ ５ と の 間 に 固 定 さ れ た 相 対 的 配 向 を 維 持 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ か ら 図 ８ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 で は 、 開 創 器 １ ０ ０ は 可
変 長 入 れ 子 式 開 創 器 刃 ３ １ ３ を 備 え て い て も よ い 。 可 変 長 の 刃 に よ り 、 医 者 は 患 者 の 解 剖
学 的 構 造 ま た は 実 施 す る べ き 外 科 手 術 の 種 類 の 違 い を 考 え て 、 個 々 の 刃 の 長 さ を 選 択 す る
と 同 時 に 、 取 外 し 自 在 な 刃 が 使 用 さ れ て い る 場 合 に 必 要 と な る よ う な 刃 の 在 庫 一 覧 を 最 小
限 に 留 め る こ と が で き る 。 入 れ 子 式 開 創 器 刃 ３ １ ３ は 上 位 刃 ３ １ ３ １ と 下 位 刃 ３ １ ３ ２ か
ら 成 る 。 下 位 刃 ３ １ ３ ２ は 上 位 刃 ３ １ ３ １ の 内 側 に 設 置 さ れ 、 ま た 、 そ こ で 軸 線 方 向 に 滑
動 す る こ と が で き る 。 上 位 刃 ３ １ ３ １ は リ ッ プ ３ １ ３ ４ を 備 え て お り 、 リ ッ プ は 下 位 刃 ３
１ ３ ２ の 外 側 端 縁 ３ １ ３ ５ を 包 囲 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 軸 線 方 向 を 除 き 、 上
位 刃 ３ １ ３ １ に 関 す る 下 位 刃 ３ １ ３ ２ の 運 動 を 全 て 阻 止 す る こ と が で き る 。 嵌 合 部 ３ １ ３
３ は 上 位 刃 ３ １ ３ １ の 穴 （ 図 示 せ ず ） を 通 っ て 延 び て 、 下 位 刃 ３ １ ３ ２ の 一 連 の 線 形 に 配
置 さ れ た 陥 凹 分 ３ １ ３ ６ の う ち の １ 個 と 選 択 的 に 嵌 合 さ せ ら れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 下 位
刃 ３ １ ３ ２ を 貫 通 す る 穴 を 陥 凹 部 ３ １ ３ ６ の 代 用 と し て 、 ま た は 、 陥 凹 部 に 追 加 し て 利 用
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す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 下 位 刃 ３ １ ３ ２ は 上 位 刃 ３ １ ３ １ に 関 し て 固 定 的 で あ っ て も
よ い 。 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 嵌 合 部 ３ １ ３ ３ は 、 上 位 刃 ３ １ ３ １ に 設 け ら れ た ね じ を
切 っ た 穴 （ 図 示 せ ず ） の 内 側 に 配 置 さ れ る ね じ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 下 位 刃 ３ １ ３ ２ は 上 位 刃 ３ １ ３ １ の 内 側 を 軸 線 方 向 に （ す な わ ち 、 上 方 向 ま た は 下 方 向
に ） 滑 動 さ せ ら れ て 、 入 れ 子 式 刃 ３ １ ３ の 長 さ を 調 節 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 ２ 枚 の
刃 の 位 置 は 、 適 切 な 陥 凹 部 ３ １ ３ ６ に 嵌 合 部 ３ １ ３ ３ を 設 置 す る こ と に よ り ロ ッ ク さ れ る
。 下 位 刃 ３ １ ３ ２ を 上 位 刃 ３ １ ３ １ に ロ ッ ク す る 上 記 以 外 の ど の よ う な 手 段 が 利 用 さ れ て
も よ い が 、 そ れ は 、 複 数 の 刃 の 互 い に 対 す る 位 置 が 調 節 可 能 に な る 場 合 に 限 ら れ る こ と が
分 か る 。 例 え ば 、 下 位 刃 ３ １ ３ ２ を 上 位 刃 ３ １ ３ １ に ロ ッ ク す る こ と は 、 ラ チ ェ ッ ト 歯 車
機 構 手 段 、 摩 擦 嵌 め 、 或 い は 、 リ ー フ ば ね ま た は 球 状 戻 り 止 め の 使 用 を 含 む が 、 こ の よ う
な 手 段 は 一 方 の 刃 の 部 分 に 設 け ら れ て 、 他 方 の 刃 の 部 分 に 設 け ら れ た 選 択 可 能 で 多 様 な 陥
凹 部 の う ち の １ つ と 係 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 般 に 、 上 述 の 開 創 器 刃 の い ず れ を 作 成 す る の で あ れ 、 使 用 さ れ る 素 材 を 決 め る 際 に は
多 様 な 因 子 を 考 慮 す る こ と に な る が 、 そ の よ う な 因 子 と し て 、 殺 菌 ／ 洗 浄 に 耐 え る 能 力 （
す な わ ち 、 病 院 内 で の 殺 菌 処 理 で 使 用 さ れ る 洗 浄 用 製 品 に 耐 え る 能 力 ） 、 重 量 、 耐 久 性 、
機 械 的 強 度 （ 例 え ば 、 患 者 体 内 の 開 創 器 を 開 い て 、 開 創 器 を 開 い た 位 置 に 維 持 す る こ と を
原 因 と す る 応 力 に 耐 え る 能 力 ） 、 細 菌 繁 殖 へ の 耐 性 、 製 造 の 容 易 さ と 製 造 費 、 生 体 適 合 性
、 お よ び 、 汚 れ （ す な わ ち 、 血 液 ま た は 病 院 内 で 使 用 さ れ る 化 学 製 品 を 原 因 と す る ） に 耐
え る 能 力 な ど が あ る 。 更 に 、 非 金 属 製 の 刃 （ ま た は 、 こ れ に 関 す る 限 り で は 、 他 の 構 成 要
素 ） を 使 う こ と で 、 刃 が 放 射 線 透 過 性 で あ る （ す な わ ち 、 Ｘ 線 ま た は 他 の 形 態 の 放 射 線 に
対 し て 透 明 で あ る ） こ と の 恩 恵 を 供 与 す る こ と が で き る が 、 こ れ に よ り 、 現 在 の 画 像 化 技
術 を 利 用 し て 、 外 科 手 術 部 位 を よ り 良 好 に 視 覚 化 す る こ と が で き る 。 更 に 、 開 創 器 の 刃 ま
た は 他 の ど の よ う な 構 成 要 素 で あ れ 、 反 射 防 止 表 面 仕 上 げ 材 を 含 ん で い て も よ く 、 か か る
仕 上 げ 材 は 外 科 手 術 の 作 業 空 間 に お い て 光 反 射 を 防 止 す る と と も に 視 認 能 力 を 高 め 、 か つ
／ ま た は 、 耐 引 掻 被 膜 を 含 ん で い る こ と で 、 表 面 仕 上 げ 材 ／ 表 面 仕 上 げ 膜 を 保 護 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に 、 開 創 器 刃 の 外 側 面 は 、 一 部 ま た は 全 部 が 、 パ ッ ド を 付 与 さ れ る か 、 ま た は 、 圧 縮
可 能 材 が 設 け ら れ て 、 開 創 器 が 開 く 時 に 周 囲 組 織 に 及 ぼ す 外 傷 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で
き る 。 従 っ て 、 開 創 器 の 刃 は 多 層 構 造 に 構 築 さ れ 、 そ の 内 側 層 は よ り 強 度 が あ っ て 硬 質 の
素 材 か ら 構 成 さ れ 、 外 側 層 は 海 綿 状 に さ れ る か 、 ま た は 、 パ ッ ド が 付 与 さ れ る 。 本 発 明 の
一 実 施 形 態 で は 、 或 る 層 は 別 な 層 の 上 に 噴 霧 形 成 さ れ る 。 こ れ ら 多 数 層 は 一 緒 に 接 合 さ れ
る が 、 そ の 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 接 着 媒 体 （ 接 着 剤 な ど ） 、 ね じ 、 ペ グ 、 ボ ル ト 、 ま た
は 、 溶 接 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 図 ９ を 参 照 す る と 、 開 創 器 １ ０ ０ の 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ 、 ま た は 、 刃 １ ３ ４ の
う ち の １ 枚 ま た は そ れ よ り 多 数 の も の に カ ニ ュ ー レ １ ３ ４ １ が 設 け ら れ 、 こ の カ ニ ュ ー レ
を 使 っ て 、 光 源 、 吸 引 具 ／ 照 射 具 、 ま た は 、 視 認 装 置 な ど 、 外 科 手 術 中 に 使 用 す る 装 置 を
装 着 す る こ と が で き る 。 カ ニ ュ ー レ １ ３ ４ １ は 、 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ ， お よ び ／ ま た は
、 刃 １ ３ ４ に 沿 っ て 短 い 距 離 だ け 延 在 す る よ う に し て も よ い し 、 或 い は 、 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １
１ ３ Ｌ 、 お よ び ／ ま た は 、 刃 １ ３ ４ の 全 長 に わ た っ て 延 在 す る よ う に し て も よ い 。 更 に 、
カ ニ ュ ー レ １ ３ ４ １ は 、 刃 １ １ ３ Ｒ 、 １ １ ３ Ｌ 、 お よ び ／ ま た は 、 刃 １ ３ ４ の 長 さ に 沿 っ
た ど の 位 置 に 配 置 さ れ て も よ く 、 ま た 、 光 源 、 吸 引 具 ／ 照 射 具 、 ま た は 、 特 殊 な 外 科 手 術
処 置 に 要 す る そ れ 以 外 の 機 器 類 な ど の 器 具 を 装 着 す る の に 好 適 な 直 径 で あ れ ば よ い 。 図 示
さ れ て は い な い が 、 光 源 は 光 フ ァ イ バ ー の 束 か ら 構 成 す る こ と が で き 、 こ の 束 が カ ニ ュ ー
レ １ ３ ４ １ の う ち の １ 個 の 内 部 に 挿 入 さ れ る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 光 源 は 刃 １ １ ３ Ｒ
、 １ １ ３ Ｌ 、 お よ び ／ ま た は 、 刃 １ ３ ４ の 中 に 組 み 込 ん で 一 体 に さ れ る が 、 刃 と 一 緒 に 形
成 さ れ て も よ い し 、 ま た は 、 糊 な ど の 手 段 で 刃 に 接 着 さ れ て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 外 科 手 術 器 具 を 装 着 す る 別 な 手 段 も 想 起 さ れ る 。 例 え ば 、 図 １ ０ に 例 示 さ れ て い る よ う
に 、 可 動 ア ー ム １ ０ ０ ０ が 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ お よ び ／ ま た は 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｌ に 装 着
さ れ る 。 例 え ば 、 顕 微 鏡 や こ れ に 類 似 す る 視 認 装 置 な ど の 外 科 手 術 器 具 が 可 動 ア ー ム １ ０
０ ０ に 着 脱 自 在 ま た は 恒 久 的 に 接 続 さ れ る 。 可 動 ア ー ム １ ０ ０ ０ は ボ ル ト ま た は ク ラ ン プ
に よ り 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｒ お よ び ／ ま た は 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｌ に 締 め 付 け ら れ て 、 細 長 い
部 分 １ １ ０ Ｒ お よ び ／ ま た は 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｌ に 沿 っ て 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ 、 か つ ／ ま
た は 、 移 動 可 能 に さ れ る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 可 動 ア ー ム １ ０ ０ ０ は 細 長 い 部 分 １ １
０ Ｒ お よ び ／ ま た は 細 長 い 部 分 １ １ ０ Ｌ に 恒 久 的 に 装 着 さ れ た ま ま で も よ い 。 可 動 ア ー ム
１ ０ ０ ０ は ボ ー ル と ソ ケ ッ ト の 組 合 せ 型 、 連 接 用 ア ー ム 、 可 撓 性 ア ー ム 、 ま た は 、 そ れ 以
外 の 装 置 で 、 器 具 に 装 着 さ れ て 三 重 刃 開 創 器 １ ０ ０ に 相 関 的 に 運 動 さ せ ら れ る も の で あ れ
ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ０ Ａ の 実 施 形 態 で は 、 開 創 器 ２ ０ ０ は １ 個 以 上 の 接 続 部 ２ ０ ２ が 設 け ら れ て お り 、
こ の 部 分 を 利 用 し て 支 持 構 造 体 （ 図 示 せ ず ） と 嵌 合 す る こ と が で き る 。 支 持 構 造 体 は 、 剛
性 で も 可 撓 性 で も よ い が （ 例 え ば 、 可 撓 性 ア ー ム な ど ） 、 手 術 台 な ど に 接 続 さ れ る と 、 外
科 手 術 中 は 患 者 に 対 し て 適 所 に 開 創 器 ２ ０ ０ を 保 持 す る こ と が で き る 。 接 続 部 ２ ０ ２ は ど
の よ う な 形 状 ま た は 寸 法 で も よ く 、 別 な 構 成 要 素 （ 図 示 せ ず ） を 受 け 入 れ る 開 口 部 ２ ０ ４
が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 接 続 部 ２ ０ ２ に は 開 口 部 ２ ０ ４ が 設 け ら れ て
い な く て も よ い 。 更 に 、 接 続 部 ２ ０ ２ に は ク リ ッ プ ま た は フ ッ ク （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ
て 、 ま た 別 な 構 成 要 素 （ 図 示 せ ず ） の ク リ ッ プ 嵌 合 部 ま た は フ ッ ク 嵌 合 部 と 嵌 合 す る よ う
に し て も よ い 。 接 続 部 ２ ０ ２ は 開 創 器 ２ ０ ２ と 一 体 で も よ い し 、 開 創 器 ２ ０ ０ に 接 続 で き
る 別 個 の 部 材 で あ っ て も よ い 。 し か し 、 接 続 部 ２ ０ ２ の 構 造 は ど の よ う な も の で も 想 起 す
る こ と が で き る が 、 但 し 、 接 続 部 ２ ０ ２ を 利 用 し て 開 創 器 ２ ０ ０ を 別 な 構 成 要 素 に 接 続 す
る こ と が で き る も の に 限 ら れ る も の と 理 解 す る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 開 創 器 の ま た 別 な 実 施 形 態 が 図 １ １ か ら 図 １ ３ に 例 示 さ れ て い る 。 開 創 器 ５ ０ ０ は 、 図
１ か ら 図 ３ の 開 創 器 １ ０ ０ に 類 似 し た 動 作 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 開 創 器 １ ０ ０ と 同
様 に 、 開 創 器 ５ ０ ０ の 構 造 の お か げ で 、 滑 動 刃 ５ ３ ４ の 行 程 を 、 刃 ５ １ ３ Ｒ 、 ５ １ ３ Ｌ の
運 動 に 関 し て 変 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 処 置 の 要 件 次 第 で 外 科 手 術
用 の 開 口 の 寸 法 を 変 え る こ と が で き る 、 と い う 利 点 が 与 え ら れ る 。 詳 細 に 述 べ る と 、 複 数
対 の 陥 凹 部 ５ １ ９ Ｒ 、 ５ １ ９ Ｌ が 設 け ら れ て リ ン ク ５ ４ ０ Ｒ 、 ５ ４ ０ Ｌ の 横 方 向 端 部 ５ ４
２ Ｒ 、 ５ ４ ２ Ｌ を 選 択 的 に 配 置 し て 、 細 長 い 部 分 ５ １ ０ Ｒ 、 ５ １ ０ Ｌ の 所 与 の 運 動 に 関 す
る 滑 動 バ ー ５ ３ ０ の 行 程 を 変 動 さ せ る こ と が で き る 。 横 方 向 端 子 部 ５ ４ ２ Ｒ 、 ５ ４ ２ Ｌ は
一 体 ピ ン ５ ４ ４ Ｒ ， ５ ４ ４ Ｌ に よ っ て 細 長 い 部 分 ５ １ ０ Ｒ 、 ５ １ ０ Ｌ に ピ ボ ッ ト 回 転 可 能
に 取 付 け ら れ る が 、 こ れ ら の ピ ン は 陥 凹 部 ５ １ ９ Ｒ 、 ５ １ ９ Ｌ に 設 置 さ れ る 。 一 体 ピ ン ５
４ ４ Ｒ 、 ５ ４ ４ Ｌ は 一 体 キ ャ ッ プ ５ ４ ５ Ｒ ， ５ ４ ５ Ｌ が 上 に 被 せ ら れ 、 こ れ ら キ ャ ッ プ が
陥 凹 部 ５ １ ９ Ｒ 、 ５ １ ９ Ｌ の 内 部 に ピ ン ５ ４ ４ Ｒ 、 ５ ４ ４ Ｌ を 保 持 す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ピ ボ ッ ト ピ ン ５ ２ ０ の よ り 近 い 位 置 に 在 る １ 対 の 陥 凹 部 ５ １ ９ Ｒ 、 ５ １ ９ Ｌ に ピ ン ５ ４
４ Ｒ 、 ５ ４ ４ Ｌ を 配 置 し た 結 果 、 ピ ン ５ ４ ４ Ｒ 、 ５ ４ ４ Ｌ は 細 長 い 部 分 ５ １ ０ Ｒ 、 ５ １ ０
Ｌ の 所 与 の 運 動 ご と に 互 い か ら 遠 ざ か る 方 向 に 短 い 距 離 だ け 移 動 さ せ ら れ る 。 こ の よ う に
ピ ン ５ ４ ４ Ｒ 、 ５ ４ ４ Ｌ を 配 置 す る こ と で 、 リ ン ク ５ ４ ０ Ｒ 、 ５ ４ ０ Ｌ の 間 の 角 度 が 小 さ
く な る と い う 結 果 も 生 じ る 。 こ の よ う な 因 子 は 、 結 果 と し て 、 滑 動 刃 ５ ３ ４ の 行 程 を 短 縮
す る こ と に な る 。 こ れ と は 逆 に 、 ピ ン ５ ４ ４ Ｒ ， ５ ４ ４ Ｌ が ピ ボ ッ ト ピ ン ５ ２ ０ に も っ と
近 い 位 置 に 在 る １ 対 の 陥 凹 部 ５ １ ９ Ｒ 、 ５ １ ９ Ｌ に 配 置 さ れ た 場 合 に は 、 滑 動 刃 ５ ３ ４ の
行 程 が 更 に 長 く な る と い う 結 果 に な る 。 例 え ば 、 一 体 ピ ン ５ ４ ４ Ｒ 、 ５ ４ ４ Ｌ が ピ ボ ッ ト
ピ ン ５ ２ ０ に 最 も 近 い 陥 凹 部 ５ １ ９ Ｒ 、 ５ １ ９ Ｌ に 挿 入 さ れ た 場 合 の 滑 動 刃 ５ ３ ４ の 行 程
は 約 10mmで あ り 、 一 体 ピ ン ５ ４ ４ Ｒ 、 ５ ４ ４ Ｌ が ピ ボ ッ ト ピ ン ５ ２ ０ か ら 最 も 遠 い 陥 凹 部
５ １ ９ Ｒ 、 ５ １ ９ Ｌ に 挿 入 さ れ た 場 合 の 滑 動 刃 ５ ３ ４ の 行 程 は 約 20mmで あ る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 更 に 、 コ イ ル ば ね ５ ５ ５ が ピ ン ５ ３ ３ を 包 囲 し 、 コ イ ル ば ね 端 部 ５ ５ ６ R、 ５ ５ ６ Lが ピ
ボ ッ ト ピ ン ５ ２ ０ に 最 も 近 い リ ン ク ５ ４ ０ R、 ５ ４ ０ Lの 側 面 と 係 合 す る 。 ば ね ５ ５ ５ の 付
勢 は 陥 凹 部 ５ １ ９ R、 ５ １ ９ Lの 内 部 に 一 体 ピ ン ５ ４ ４ R、 ５ ４ ４ Lを 保 持 す る よ う に 作 用 す
る ば か り か 、 細 長 い 部 分 ５ １ ０ R、 ５ １ ０ Lの ハ ン ド ル 部 ５ １ １ R、 ５ １ １ Lを 付 勢 さ せ て 互
い に 離 隔 さ せ る よ う に も 作 用 す る 。 コ イ ル ば ね ５ ５ ５ は ま た 、 １ 個 以 上 の リ ー フ ば ね （ 先
に 論 じ ら れ て お り 、 図 １ に も 例 示 さ れ て い る ） と 関 連 し て 使 用 し て 、 ハ ン ド ル 部 ５ １ １ R
、 ５ １ １ Lを 付 勢 さ せ て 互 い に 離 隔 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 開 創 器 は 、 図 １ １ お よ び 図 １ ３ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 支 持 部 材 ５ ９ ０ R、 ５ ９ ０ Lを
備 え て い て も よ い 。 刃 ５ １ ３ 、 ５ １ ３ L、 お よ び 、 刃 ５ ３ ４ が 患 者 に 挿 入 さ れ た 後 で 、 支
持 部 材 ５ ９ ０ R、 ５ ９ ０ Lを 使 用 し て 患 者 の 肉 体 上 で 開 創 器 ５ ０ ０ を 支 え る よ う に し て も よ
い 。 挿 入 と 同 時 に 、 ハ ン ド ル 部 ５ １ １ R、 ５ １ １ Lの 重 量 に よ り 、 ハ ン ド ル 部 ５ １ １ R、 ５
１ １ Lは 先 端 が 患 者 の 方 を 指 し て し ま い 、 こ れ に よ り 、 刃 ５ １ ３ R、 ５ １ ３ L、 お よ び ／ ま
た は 、 刃 ５ ３ ４ が 患 者 の 体 内 で 動 い て し ま う 恐 れ が あ る 。 支 持 部 材 ５ ９ ０ R、 ５ ９ ０ Lは 延
長 さ れ て も よ い し 、 患 者 の 肉 体 の 上 に 載 置 さ れ て 、 ハ ン ド ル 部 ５ １ １ R、 ５ １ １ Lの 重 量 に
よ り 生 じ る ど ん な 動 き に で も 逆 ら え る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 支 持 部 材 ５ ９ ０ R、 ５ ９
０ Lは ね じ ５ ９ １ R、 ５ ９ １ Lに よ っ て 細 長 い 部 分 ５ １ ０ R、 ５ １ ０ Lの 上 に ピ ボ ッ ト 回 転 可
能 に 搭 載 さ れ る が 、 リ ベ ッ ト 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 ピ ボ ッ ト 接 続 部 を 設 け る 手 段 を ね じ
５ ９ １ R、 ５ ９ １ Lの 代 わ り に 使 っ て も よ い 。 更 に 、 支 持 部 材 ５ ９ ０ R、 ５ ９ ０ Lが 細 長 い 部
分 ５ １ ０ R、 ５ １ ０ Lに 関 し て 或 る 角 度 （ 例 え ば 、 90° な ど ） で ピ ボ ッ ト 回 転 さ れ る と 、 患
者 の 身 体 の 上 に 載 せ る こ と の で き る 脚 ５ ９ ２ R、 ５ ９ ２ Lを 支 持 部 材 ５ ９ ０ R、 ５ ９ ０ Lに 設
け て も よ い 。 図 １ ３ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 陥 凹 部 ５ ９ ３ L、 ５ ９ ４ Lと 、 こ れ に 類 似 す
る 、 細 長 い 部 分 ５ １ ０ Rの 陥 凹 部 （ 図 示 せ ず ） が 細 長 い 部 分 ５ １ ０ L、 ５ １ ０ Rの 内 側 に 設
け ら れ て 、 支 持 部 材 ５ ９ ０ L、 ５ ９ ０ Rの 収 容 部 （ 例 え ば 、 ５ ９ ０ Lが 陥 凹 部 ５ ９ ３ Lに 配 置
さ れ た 場 合 ） お よ び 別 個 の 配 備 部 （ 例 え ば 、 ５ ９ ０ Lが 陥 凹 部 ５ ９ ４ Lに 配 置 さ れ た 場 合 ）
を 供 与 す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な 陥 凹 部 は 細 長 い 部 分 ５ １ ０ L、 ５ １ ０ Rに 平 行 で
あ っ て も 、 或 る 角 度 を な し て い て も （ 例 え ば 、 垂 直 な ど ） 、 い ず れ の 配 向 で あ っ て も よ く
、 支 持 部 材 ５ ９ ０ R、 ５ ９ ０ Lを そ れ ぞ れ の 収 容 位 置 ま た は 配 備 位 置 に 予 備 的 に ロ ッ ク す る
機 能 を 果 た し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 開 創 器 は ま た 、 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 滑 動 刃 の 張 力 制 限 装 置 を
備 え て い て も よ い 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 ば ね ５ ３ ２ ２ が 第 ３ の 刃 の 滑 動 バ ー ５ ３ ０ に 接 続
さ れ て お り 、 開 創 処 理 中 、 第 ３ の 刃 ５ ３ ４ （ 図 １ １ ） に よ っ て 組 織 に 付 与 さ れ る 力 の 量 を
制 限 す る こ と が で き る 。 開 創 器 に よ り 組 織 に 付 与 さ れ る 力 が ば ね の 力 を 上 回 っ て い る 場 合
は 、 ば ね が 延 び て 、 第 ３ の 刃 ５ ３ ４ は 静 止 状 態 の ま ま 留 ま り 、 或 い は 、 僅 か な 量 し か 移 動
し な い こ と で 、 組 織 損 傷 の 可 能 性 を 低 減 す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 の 開 創 器 に つ い
て は 、 滑 動 バ ー ５ ３ ０ は 短 縮 さ れ た 近 位 端 ５ ３ ２ ０ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 端 部 は 取 付 け
手 段 ５ ３ ２ １ （ 例 え ば 、 ル ー プ な ど ） を 備 え て お り 、 コ イ ル ば ね ５ ３ ２ ２ の 遠 位 端 ５ ３ ２
３ に 装 着 さ れ る 。 ば ね ５ ３ ２ ２ の 近 位 端 ５ ３ ２ ４ は 、 第 ２ の 取 付 け 手 段 ５ ３ ９ １ （ 例 え ば
、 ル ー プ な ど ） に よ っ て コ ネ ク タ ５ ３ ９ ０ に 取 付 け ら れ る 。 ピ ン ５ ３ ３ は コ ネ ク タ ５ ３ ９
０ を リ ン ク ５ ４ ０ R、 ５ ４ ０ Lに ピ ボ ッ ト 回 転 可 能 に 接 続 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、
ハ ン ド ル 部 ５ １ １ R、 ５ １ １ Lが 一 緒 に 集 束 さ せ ら れ る と 、 組 織 に 加 わ る 力 が 所 定 の 値 を 超
過 す る （ 選 択 さ れ た ば ね 寸 法 に 応 じ て ） ま で 、 第 ３ の 刃 ５ ３ ４ が 開 創 器 ５ ０ ０ の 近 位 端 に
向 け て 移 動 す る 。 組 織 に 加 わ る 力 が ば ね の 力 に 等 し く な っ た 後 の 時 点 で 、 ば ね が 伸 び て 、
刃 ５ ３ ４ が 静 止 し た ま ま に な り 、 或 い は 、 僅 か だ け し か 移 動 し な く な る 。 こ の よ う な 構 造
で 組 織 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 組 織 に 加 わ る 最 大 力 は 、 処 置 を 実 施 す る
前 に 医 者 が 多 様 な ば ね か ら 選 べ る よ う に し て お く こ と で 、 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 代 替 の 実 施 形 態 で は 、 ス リ ー ブ ５ ３ ９ ２ が 設 け ら れ て お り 、 滑 動 バ ー ５ ３ ０ を コ ネ ク タ
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５ ３ ９ ０ と 固 定 結 合 さ せ る こ と に よ り 、 滑 動 刃 張 力 制 限 装 置 よ り も 勝 る 機 構 と な る 。 ス リ
ー ブ ５ ３ ９ ２ は 近 位 の 周 方 向 ス ロ ッ ト ５ ３ ９ ３ と 遠 位 の 周 方 向 ス ロ ッ ト ５ ３ ２ ５ を 有 し て
い る 。 コ ネ ク タ ５ ３ ９ ０ に 設 け ら れ た ピ ン ５ ３ ９ ５ は 、 ス ロ ッ ト ５ ３ ９ ３ に 嵌 合 す る こ と
に よ り 、 コ ネ ク タ ５ ３ ９ ０ 上 に ス リ ー ブ ５ ３ ９ ２ を 保 持 し な が ら 、 そ れ で も 尚 且 つ 、 コ ネ
ク タ ５ ３ ９ ０ を 中 心 と し て ス リ ー ブ ５ ３ ９ ２ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 長 軸 線 方 向 の ス
ロ ッ ト ５ ３ ２ ６ に よ り 、 ス リ ー ブ ５ ３ ９ ２ の 遠 位 端 ５ ３ ９ ６ は 近 位 端 ５ ３ ２ ０ に 設 け ら れ
た ピ ン ５ ３ ２ ７ を 伝 っ て 滑 動 す る こ と が で き る 。 次 に 、 ス リ ー ブ ５ ３ ９ ２ が 回 転 さ せ ら れ
て 、 滑 動 バ ー ５ ３ ０ の キ ン に 端 ５ ３ ２ ０ 上 に 保 持 さ れ る 。 こ の 形 状 で は 、 図 １ ５ に 例 示 さ
れ て い る よ う に 、 滑 動 バ ー ５ ３ ０ お よ び コ ネ ク タ ５ ３ ９ ０ は 固 定 関 係 に 保 た れ る た め 、 開
創 器 は 図 １ か ら 図 ３ の 開 創 器 と 同 じ よ う に 動 作 す る こ と が で き る 。 ス リ ー ブ は 、 滑 動 バ ー
５ ３ ０ と コ ネ ク タ ５ ３ ９ ０ の 間 の 空 隙 を 渡 す 非 弾 性 の 架 橋 を 着 脱 自 在 に 設 け る 手 段 と し て
例 示 さ れ て い る が 、 こ れ 以 外 の 手 段 を 想 起 す る こ と も で き 、 例 え ば 、 コ ネ ク タ ５ ３ ９ ０ に
着 脱 自 在 に 、 ま た は 、 恒 久 的 に 固 定 さ れ 、 か つ 、 後 段 で 論 じ る よ う に 、 活 動 バ ー ５ ３ ０ の
一 部 に 雌 ね じ と し て 、 ま た は 、 雄 ね じ と し て 、 ね じ で 固 定 さ れ る 、 ね じ が あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ は 、 滑 動 刃 ５ ３ ０ に よ っ て 切 開 部 に 付 与 さ れ る 力 を 制 限 す る 代 替 の
手 段 を 例 示 し て い る 。 水 平 部 材 ５ ３ ２ ８ が 滑 動 バ ー ５ ３ ０ の 近 位 端 に 装 着 さ れ 、 ま た 、 そ
の 近 位 端 に ね じ を 切 っ た 受 け 入 れ 部 材 ５ ３ ２ ９ が 設 け ら れ る 。 部 材 ５ ３ ９ ６ は ピ ン ５ ３ ３
か ら 垂 直 部 材 ５ ３ ９ ７ ま で 延 在 す る 。 ば ね ５ ３ ２ ２ は 垂 直 部 材 ５ ３ ９ ７ と ね じ を 切 っ た 受
け 入 れ 部 材 ５ ３ ２ ９ を 接 続 し て 、 図 １ ４ に 例 示 さ れ た 滑 動 刃 張 力 制 限 装 置 と 同 じ 態 様 で 、
第 ３ の 刃 ５ ３ ４ に よ っ て 切 開 部 に 付 与 さ れ る 力 を 制 限 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ の 力 制 限 装 置 よ り 優 先 さ れ る 構 成 も あ る 。 垂 直 部 材 ５ ３ ９ ７ に 貫 通
穴 ５ ４ ０ ０ を 設 け 、 受 け 入 れ 部 材 ５ ３ ２ ９ に も 貫 通 穴 ５ ４ ０ ２ を 設 け る こ と が で き る 。 接
続 部 材 ５ ３ ９ ８ （ 例 え ば 、 ね じ な ど ） を 垂 直 部 財 ５ ３ ９ ７ の 穴 に 挿 入 し て 、 受 け 入 れ 部 材
５ ３ ２ ９ の ね じ を 切 っ た 穴 に 、 ね じ で 固 定 さ せ る 。 こ の よ う に し て 、 部 材 ５ ３ ９ ６ が 滑 動
バ ー ５ ３ ０ に 関 し て 固 定 さ れ る 。 滑 動 刃 ５ ３ ４ に よ り 切 開 部 に 付 与 さ れ る 力 を 制 限 す る た
め に 、 上 記 以 外 の 方 法 お よ び 機 構 を 利 用 す る よ う に し て も よ い 点 に 留 意 す る べ き で あ る 。
同 様 に 、 上 記 以 外 の 構 成 を 利 用 し て 、 こ の よ う な 張 力 制 限 機 構 よ り 優 先 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ は 、 滑 動 刃 ６ ３ ４ の 反 対 側 に 配 置 さ れ る 、 着 脱 自 在 で 独 立 可 動 の 第
４ の 刃 ６ ９ ０ を 備 え て い る 開 創 器 ６ ０ ０ の 実 施 形 態 を 例 示 し て い る 。 取 外 し 可 能 で あ る よ
う に 例 示 さ れ て い る が 、 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ は 恒 久 的 に 装 着 さ れ た ま ま で あ っ て も よ い 。 着 脱
自 在 な 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ に よ り 、 医 者 は 開 創 器 ６ ０ ０ に よ っ て 設 け ら れ る 開 口 の 形 状 と 寸 法
を 変 え る こ と が で き る 。 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ は 、 ピ ボ ッ ト ピ ン ６ ９ ２ R、 ６ ９ ２ Lに よ っ て 、 ス
ロ ッ ト が 設 け ら れ た ア ー ム ６ ９ １ R、 ６ ９ １ Lに 装 着 さ れ る 。 し か し 、 開 創 器 ６ ０ ０ に 第 ４
の 刃 を 取 付 け る 、 上 記 以 外 の 手 段 も 想 起 さ れ る 。 更 に 、 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ は 、 前 述 の 刃 の 特
徴 を 全 て 兼 備 し て い る 。 例 え ば 、 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ は 末 広 が り の 端 部 が 設 け ら れ て お り 、 刃
３ １ ３ （ 図 ６ か ら 図 ８ ） と 同 様 に 調 節 可 能 で あ り 、 或 い は 、 カ ニ ュ ー レ １ ３ ４ １ （ 図 ９ ）
に 類 似 す る カ ニ ュ ー レ を 備 え て い る 。 ね じ ６ ９ ３ R、 ６ ９ ３ Lは 、 ア ー ム ６ ９ １ R、 ６ ９ １ L
の ス ロ ッ ト ６ ９ ４ R、 ６ ９ ４ Lを 通 っ て 延 び て い る が 、 こ れ ら を 利 用 し て 、 細 長 い 部 分 ６ １
０ R、 ６ １ ０ Lに ア ー ム ６ ９ １ R、 ６ ９ １ Lを 装 着 す る こ と が で き る 。 ね じ ６ ９ ３ R、 ６ ９ ３ L
は 細 長 い 部 分 ６ １ ０ R、 ６ １ ０ Lに 設 け ら れ た ね じ 穴 （ 図 示 せ ず ） に 、 ね じ で 固 定 さ れ る 。
ボ ル ト な ど 、 上 記 以 外 の 構 成 要 素 を ね じ ６ ９ ３ R、 ６ ９ ３ Lの 代 用 に す る こ と も で き る 。 第
４ の 刃 ６ ９ ０ を 開 創 器 ６ ０ ０ に 接 続 す る の で あ れ ば 、 ど の よ う な 方 法 で も 想 起 さ れ る こ と
が 当 業 者 に は 明 白 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 使 用 に 際 し て 、 医 者 は ね じ ６ ９ ３ R、 ６ ９ ３ Lを 利 用 し て 、 細 長 い 部 分 ６ １ ０ R、 ６ １ ０ L
に ア ー ム ６ ９ １ R、 ６ ９ １ Lを 緩 く 装 着 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 医 者 は 開 創 器 ６ ０ ０ を
開 位 置 に し て 、 患 者 の 体 内 に ロ ッ ク し 、 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ を 手 動 で 所 望 位 置 へ と 移 動 さ せ る
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。 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ は 所 望 位 置 に 保 持 さ れ る が 、 ア ー ム ６ ９ １ R、 ６ ９ １ Lが 適 所 に ロ ッ ク さ
れ る ま で 、 ね じ ６ ９ ３ R、 ６ ９ ３ Lは 回 転 さ せ ら れ る 。 こ の よ う に 、 ４ つ の 尖 点 で 区 切 っ た
四 角 形 ま た は 略 円 形 の 開 口 が 形 成 さ れ る 。 刃 ６ １ ３ Rか ら 刃 ６ １ ３ Lま で の 寸 法 は 、 具 体 的
に は 、 約 10mmか ら 約 150mmの 範 囲 で あ る 。 ま た 、 滑 動 刃 ６ ３ ４ か ら 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ ま で の
寸 法 は 、 約 10mmか ら 約 70mmま で の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ２ ０ は 、 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ を 開 創 器 ６ ０ ０ に 接 続 す る 代 替 の 手 段 を 例 示 し て い る 。 端 部
ご と に ピ ボ ッ ト 点 を 設 け る よ り も む し ろ 、 刃 ６ ９ ０ は そ の 中 心 に １ 個 の ピ ボ ッ ト 点 ６ ９ ２
が 設 け ら れ 、 ま た 、 ス ロ ッ ト ６ ９ ４ R、 ６ ９ ４ Lを 有 す る 単 体 ア ー ム ６ ９ １ を 備 え て い る よ
う に し て も よ い 。 図 ２ ０ に 例 示 さ れ た 構 成 は 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 関 し て 先 に 説 明 さ れ
た 態 様 と 同 じ 態 様 で 利 用 す る こ と が で き る 。 し か し 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 例 示 さ れ た 構
成 と は 異 な り 、 図 ２ ０ の 第 ４ の 刃 ６ ９ ０ は 、 ア ー ム ６ ９ １ が ロ ッ ク さ れ た 後 も 、 ピ ボ ッ ト
回 転 す る こ と が で き る よ う に さ れ る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 ピ ボ ッ ト 点 ６ ９ ２ は 、 第 ４
の 刃 ６ ９ ０ が 適 所 に 保 持 さ れ る よ う に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ は 、 第 ４ の 刃 ７ ９ ０ を 備 え て い る 開 創 器 ７ ０ ０ の 別 な 実 施 形 態 を 例
示 し て い る が 、 第 ４ の 刃 は 開 創 器 ７ ０ ０ に 恒 久 的 に 装 着 さ れ 、 或 い は 、 開 創 器 か ら 取 外 す
こ と も で き る 。 第 ４ の 刃 は 、 溶 接 、 蝋 付 け 、 ま た は 、 リ ベ ッ ト も し く は ね じ な ど の 機 械 的
接 続 部 材 （ 図 示 せ ず ） な ど に よ っ て 、 ア ー ム ７ ９ １ に 接 続 さ れ る 。 更 に 、 ア ー ム ７ ９ １ は
、 コ ネ ク タ ７ ９ ３ R、 ７ ９ ３ Lに よ っ て 、 細 長 い 部 分 ７ １ ０ R、 ７ １ ０ Lに 設 け ら れ た タ ブ ７
９ ５ R、 ７ ９ ５ Lに 取 付 け ら れ る 。 コ ネ ク タ ７ ９ ３ R、 ７ ９ ３ Lは 、 ア ー ム ７ ９ １ に 設 け た ス
ロ ッ ト ７ ９ ４ R、 ７ ９ ４ Lの 中 を 滑 動 す る 。 ピ ン 、 ね じ 、 ま た は 、 ボ ル ト な ど 、 多 様 な 構 成
要 素 が コ ネ ク タ ７ ９ ３ R、 ７ ９ ３ Lと し て 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 使 用 に 際 し て 、 医 者 は コ ネ ク タ ７ ９ ３ R、 ７ ９ ３ Lを 用 い て 、 細 長 い 部 分 ７ １ ０ R、 ７ １
０ Lに ア ー ム ７ ９ １ を ゆ る く 取 付 け る こ と が で き る 。 開 創 器 ７ ０ ０ を 開 い て ロ ッ ク し た 後
、 医 者 は 手 動 で 第 ４ の 刃 ７ ９ ０ を 適 所 に 移 動 さ せ （ 例 え ば 、 ア ー ム ７ ９ １ を 前 後 に 移 動 さ
せ て 、 コ ネ ク タ ７ ９ ３ R、 ７ ９ ３ Lに ス ロ ッ ト ７ ９ ４ R、 ７ ９ ４ Lの 内 部 を 移 動 さ せ る と い っ
た よ う な 手 段 で ） 、 刃 ７ ９ ０ を 適 所 に 保 持 し な が ら 、 コ ネ ク タ ７ ９ ３ R、 ７ ９ ３ Lを 締 め る
。 コ ネ ク タ ７ ９ ３ R、 ７ ９ ３ Lが 十 分 に 締 め ら れ た 後 で 、 第 ４ の 刃 ７ ９ ０ が 適 所 に ロ ッ ク さ
れ る 。 第 ４ の 刃 ７ ９ ０ は 、 上 述 の 刃 の 特 徴 を 全 て 兼 備 し て お り 、 例 え ば 、 末 広 が り の 端 部
、 調 節 可 能 性 （ 例 え ば 、 図 ６ か ら 図 ８ の 刃 ３ １ ３ に 類 似 ） な ど を 備 え て い て も よ い し 、 多
様 な 器 具 を 保 持 す る た め の カ ニ ュ ー レ を 有 し て い て も よ い （ 図 ９ ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ２ ２ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ア ー ム ７ ９ １ は 、 図 ２ １ の よ う に 真 直 ぐ な ア ー ム ７ ９
１ で は な く 、 斜 行 部 ７ ９ ６ R、 ７ ９ ６ Lか ら 構 成 さ れ る 。 ハ ン ド ル 部 ７ １ １ R、 ７ １ １ Lが 一
緒 に 集 束 さ れ る と 、 斜 行 部 ７ ９ ６ R、 ７ ９ ６ Lに よ り 、 第 ４ の 刃 ７ ９ ０ は 遠 位 方 向 に 移 動 す
る こ と が で き 、 ま た 、 細 長 い 部 分 ７ １ ０ R、 ７ １ ０ Lが 互 い か ら 遠 ざ か る 方 向 に 移 動 す る と
、 第 ４ の 刃 ７ ９ ０ は 近 位 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る 。 斜 行 部 ７ ９ ６ R、 ７ ９ ６ Lは 多 様 な
長 さ で あ っ て 、 互 い に 関 し て 多 様 な 角 度 を 形 成 す る こ と で 、 広 範 な 移 動 が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ２ ３ は 、 第 ４ の 刃 ８ ９ ０ を 備 え て い る 開 創 器 ８ ０ ０ の 実 施 形 態 を 例 示 し て お り 、 こ の
第 ４ の 刃 は 他 の 刃 が 移 動 さ せ ら れ る と 動 く こ と が で き る 。 細 長 い 部 分 ８ １ ０ R、 ８ １ ０ Lは
拡 張 ア ー ム ８ ９ ７ R、 ８ ９ ７ Lが 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら は 細 長 い 部 分 ８ １ ０ R、 ８ １ ０ Lと
一 体 に す る こ と が で き 、 ま た 、 ね じ ま た は 他 の 適 切 な 機 械 的 手 段 に よ っ て 細 長 い 部 分 ８ １
０ R、 ８ １ ０ Lに 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ る 。 拡 張 ア ー ム ８ ９ ７ R、 ８ ９ ７ Lは ア ー ム ８ ９ ８ R
、 ８ ９ ８ Lに 接 続 さ れ る が 、 こ れ ら の ア ー ム は ピ ン ８ ９ ３ R、 ８ ９ ３ Lを 中 心 と し て ピ ボ ッ
ト 回 転 す る こ と が で き る 。 こ れ に 加 え て 、 ア ー ム ８ ９ ８ R、 ８ ９ ８ Lは 中 心 ピ ン ８ ９ ３ Cで
部 材 ８ ９ ９ に ピ ボ ッ ト 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ る 。 ま た 、 刃 ８ ９ ０ は 、 溶 接 、 蝋 付 け 、 ま た
は 、 機 械 的 な 接 続 部 材 （ 例 え ば 、 リ ベ ッ ト 、 ね じ 、 ボ ル ト な ど ） に よ っ て 、 部 材 ８ ９ ９ に
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装 着 さ れ る 。 使 用 に 際 し て 、 細 長 い 部 分 ８ １ ０ R、 ８ １ ０ Lの ハ ン ド ル 部 ８ １ １ R、 ８ １ １ L
は 一 緒 に 集 束 さ れ 、 ピ ン ８ ９ ３ R、 ８ ９ ３ Lは 更 に 互 い か ら 離 隔 さ れ る 方 向 に 移 動 す る 。 そ
の 結 果 、 ア ー ム ８ ９ ８ R、 ８ ９ ８ Lは ピ ン ８ ９ ３ R、 ８ ９ ３ Lを 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 回 転 す る
こ と が で き る よ う に な る た め 、 部 材 ８ ９ ９ を 第 ４ の 刃 ８ ９ ０ と 一 緒 に 滑 動 刃 ８ ３ ４ か ら 遠
ざ か る 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 第 ４ の 刃 が 動 く お か げ で 、 開 創 器 ８ ０ ０ は 図 １ ８
か ら 図 ２ ２ の 開 創 器 よ り も 使 い 易 く な っ て い る （ す な わ ち 、 医 者 が 第 ４ の 刃 を 調 節 す る 追
加 段 階 を 実 施 す る 必 要 が な い ） 。 し か し 、 複 数 の 刃 が 互 い に 関 し て 定 置 関 係 に あ る の で 、
開 創 器 ８ ０ ０ の 使 用 中 の 柔 軟 性 は 劣 る 場 合 も あ る 。 第 ４ の 刃 ８ ９ ０ は 前 述 の 刃 の 特 徴 を 全
て 兼 備 し て お り 、 例 え ば 、 末 広 が り 端 部 、 調 節 可 能 性 （ 図 ６ か ら 図 ８ の 刃 ３ １ ３ に 類 似 ）
な ど を 備 え て い て も よ い し 、 多 様 な 器 具 を 保 持 す る た め の カ ニ ュ ー レ を 有 し て い て も よ い
（ 図 ９ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ２ ４ は ま た 別 な 開 創 器 ９ ０ ０ を 例 示 し て い る が 、 こ の 開 創 器 は 、 他 の 刃 が 移 動 す る と
第 ４ の 刃 ９ ９ ０ が 動 く こ と が で き る 。 細 長 い 部 分 ９ １ ０ R、 ９ １ ０ Lに は 拡 張 ア ー ム ９ ９ ７
R、 ９ ９ ７ Lが 設 け ら れ て い る 。 ハ ン ド ル 部 ９ １ １ R、 ９ １ １ Lが 一 緒 に 集 束 さ せ ら れ る と 、
ア ー ム ９ ９ ８ が 拡 張 ア ー ム ９ ９ ７ Lの 遠 位 端 の ピ ン ９ ９ ３ Lを 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 回 転 し 、
ピ ン ９ ９ ３ Rは ア ー ム ９ ９ ８ の ス ロ ッ ト ９ ９ ４ の 内 部 を 滑 動 す る 。 ア ー ム ９ ９ ８ の 運 動 の
結 果 、 ピ ン ９ ９ ３ Cに よ っ て ア ー ム ９ ９ ８ に 取 付 け ら れ て い る 第 ４ の 刃 ９ ９ ０ が 遠 位 方 向
に 移 動 し て 、 滑 動 刃 ９ ３ ４ か ら 遠 ざ か る 。 第 ４ の 刃 ９ ９ ０ は ピ ン ９ ９ ３ Cを 中 心 と し て ピ
ボ ッ ト 回 転 す る よ う に し て も よ い し 、 ま た は 、 ア ー ム ９ ９ ８ に 関 し て 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 更 に 、 本 件 に 記 載 さ れ て い る 開 創 器 は 個 別 の 構 成 要 素 と し て 供 与 さ れ て も よ い し 、 或 い
は 、 キ ッ ト の 一 部 と し て 供 与 さ れ て も よ い 。 キ ッ ト は 、 本 件 に 記 載 さ れ て い る １ 個 ま た は
２ 個 以 上 の 開 創 器 と 、 １ 個 ま た は ２ 個 以 上 の 二 重 刃 開 創 器 か 、 １ 個 ま た は ２ 個 以 上 の 二 重
刃 蝶 番 式 開 創 器 と を 含 ん で い る 。 二 重 刃 開 創 器 お よ び 二 重 刃 蝶 番 式 開 創 器 は 、 複 数 の 医 療
器 具 製 造 業 者 か ら 入 手 さ れ た も の で も よ い 。 キ ッ ト の 一 部 と し て 、 開 創 器 に は 多 数 の 交 換
可 能 な 刃 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 刃 は 多 様 な 長 さ 、 多 様 な 素 材 、 多 様 な 表 面 形 状 は も
と よ り 、 力 を 制 限 す る 滑 動 刃 の 実 施 形 態 に 適 し た 多 様 な ば ね を 有 す る も の を 含 む 。 キ ッ ト
は 光 源 、 吸 引 具 ／ 照 射 具 、 平 坦 刃 、 多 様 な 長 さ の 多 数 の 刃 、 多 様 な 嵌 入 角 度 の 多 数 の 刃 を
包 含 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 前 述 の 説 明 と 図 面 は 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 表 し て い る が 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲
の 各 請 求 項 に 限 定 さ れ る 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に 、 多 様 な 追 加 、 修 正 、 代
用 を 行 う こ と が で き る こ と が 分 か る 。 特 に 、 本 発 明 の 精 神 ま た は 本 質 的 な 特 徴 の 範 囲 に 入
る の で あ れ ば 、 本 発 明 は 上 記 以 外 の 特 殊 な 形 態 、 構 造 、 配 置 、 比 率 で 実 施 さ れ て も よ い し
、 ま た 、 前 述 以 外 の 要 素 、 素 材 、 構 成 部 品 を 含 ん で い て も よ い 。 本 発 明 は 、 本 発 明 を 実 施
す る 際 に 採 用 さ れ る の で あ れ ば 、 ま た 、 本 発 明 の 原 理 か ら 逸 脱 せ ず に 、 特 殊 な 環 境 お よ び
動 作 要 件 に 特 に 適 合 す る よ う な 、 構 造 、 配 置 、 比 率 、 素 材 、 構 成 要 素 な ど の 多 数 の 修 正 例
と 併 用 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 本 件 開 示 の 実 施 形 態 は あ ら ゆ る 点 で 例 示 で あ っ て 制 限
す る も の で は な い と 解 釈 さ れ る べ き で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 は 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ
て 表 さ れ て お り 、 前 段 の 説 明 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 多 数 刃 開 創 器 の 実 施 形 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 多 数 刃 開 創 器 が 閉 位 置 に あ る の を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ の 多 数 刃 開 創 器 の 刃 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 多 数 刃 開 創 器 が 開 位 置 に あ る の を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 多 数 刃 開 創 器 の 代 替 の 実 施 形 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 取 外 し 可 能 な 刃 を 備 え て い る 多 数 刃 開 創 器 の 別 な 実 施 形 態 の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 入 れ 子 式 開 創 器 の 刃 の 端 面 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 図 ６ の 入 れ 子 式 開 創 器 の 刃 の 内 側 面 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 入 れ 子 式 開 創 器 の 刃 の 外 側 面 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 器 具 を 装 着 す る カ ニ ュ ー レ を 備 え て い る 、 図 １ の 多 数 刃 開 創 器 の 刃 の 部 分 底 面 図
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 器 具 の 装 着 部 材 を 備 え て い る 、 図 １ の 多 数 刃 開 創 器 の 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ０ Ａ 】 多 数 の 接 続 部 を 備 え て い る 多 数 刃 開 創 器 の ま た 別 な 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 付 勢 部 材 お よ び 支 持 部 材 を 備 え て い る 多 数 刃 開 創 器 の ま た 別 な 実 施 形 態 の 底 面
図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 線 Ａ － Ａ に 沿 っ て 破 断 さ れ た 、 多 数 刃 開 創 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ の 線 Ｂ － Ｂ に 沿 っ て 破 断 さ れ た 、 多 数 刃 開 創 器 の 支 持 部 材 の 詳 細 図 で あ
る 。
【 図 １ ４ 】 張 力 制 限 装 置 が 第 １ の 位 置 に あ る 、 多 数 刃 開 創 器 の 実 施 形 態 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 張 力 制 限 装 置 が 第 ２ の 位 置 に あ る 、 図 １ ４ の 多 数 刃 開 創 器 の 実 施 形 態 の 詳 細 図
で あ る 。
【 図 １ ６ 】 代 替 の 張 力 制 限 装 置 が 第 １ の 位 置 に あ る 、 多 数 刃 開 創 器 の 実 施 形 態 の 詳 細 図 で
あ る 。
【 図 １ ７ 】 代 替 の 張 力 制 限 装 置 が 第 ２ の 位 置 に あ る 、 図 １ ６ の 多 数 刃 開 創 器 の 実 施 形 態 の
詳 細 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 第 ４ の 刃 を 備 え て い る 多 数 刃 開 創 器 の ま た 別 な 実 施 形 態 の 頂 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の 多 数 刃 開 創 器 の 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ８ の 多 数 刃 開 創 器 の 代 替 の 第 ４ の 刃 の 取 付 け 部 材 の 頂 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 代 替 の 第 ４ の 刃 の 取 付 け 部 材 を 備 え て い る 、 多 数 刃 開 創 器 の ま た 別 な 代 替 の 実
施 形 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ １ の 多 数 刃 開 創 器 の 代 替 の 第 ４ の 刃 の 取 付 け 部 材 の 頂 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 ま た 別 な 代 替 の 第 ４ の 刃 の 取 付 け 部 材 を 備 え て い る 、 多 数 刃 開 創 器 の ま た 別 な
代 替 の 実 施 形 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 ま た 別 な 代 替 の 第 ４ の 刃 の 取 付 け 部 材 を 備 え て い る 、 多 数 刃 開 創 器 の ま た 別 な
代 替 の 実 施 形 態 の 底 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ２ Ａ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ ０ Ａ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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